
第 1 1 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 3 年 1 0 月 3 1 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人 日本医療機能評価機構



1 . 開会

○事務局 事務局でございます。 本 日 はお忙しい中、 お集ま り 頂き ま してあ り が と

う ございます。 会議を開始致します前に、 資料の確認をお願い したいと思います。

まず、 初めに、 一番上にございますのが本 日 の出欠の一覧でございます。

次に、 本 日 の次第と本体資料がございます。

続き ま して資料 1 と致しま して、 分析対象事例の概要 (常イ湖髭盤早期剥離の事

例) 、 A 3 の資料がございます。

続き ま して資料 2 と 致しま して、 常f湖能盤早期剥離についての保健指導 (案) と

い う 資料がございます。

続き ま して資料 3 と致しま して、 分析対象事例の概要 (緊急帝王切開術を実施し

た事例) と い う A 3 の資料がございます。

続き ま して資料4 と致しま して、 緊急帝王切開術決定から児娩出までの時間 と診

療体制について (案) と い う 資料がございます。

こ こか ら先が全て参考資料と な り ますが、 参考 1 と致しま して、 子宮内感染に関

するデータ と い う A 4 の 1 枚も のの資料がございます。

続き ま して参考 2 と致しま して、 lo分後アプガース コアに関するデータ と い う 、

左上ホチキス どめの資料がございます。

続き ま して参考 3 と致しま して 、 数量的 ･ 疫学的分析 (中間報告) をお配 り して

お り ます。 こ ち ら はA 4 で両面の資料になってお り ます。

続き ま して参考4 と 致しま して、 第 1 回報告書で取 り 上げたテーマに沿った分析

に関するその後の事例件数と い う 資料をお配 り してお り ます。

資料番号は付けてお り ませんが、 9 月 22 日 の 日 経墓新聞の夕刊に制度に関する記事

が掲載されま したので、 こ ち ら も参考と してお配 り してお り ます。

また、 皆様の卓上にはこれまでに公法された事例を青いフ ァイルに入れてお配 り

してお り ますので、 ぜひご参照下さい。



資料は以上と な り ますけれども 、 乱丁 ･ 落丁等ございま した ら 、 お申 しつけ下さ

し 、0

0事務局 それでは、 定刻 と な り ま したので、 只今か ら第1 1回再発防止委員会を開

催致します。

本 日 、 福井委員はご欠席の連絡を頂いてお り ます。

それでは、 会議の進行を池ノ 上委員長にお願い したい と思います。 よ ろ し く お願

い致します。

○池ノ 上委員長 それでは、 お忙しい と こ ろお集ま り 頂き ま してあ り が と う ござい

ます。 只今から議事に入らせて頂きたい と思います。

第 9 回の 8 月 に行いま した委員会で議論しま した中で、 委員の先生方からのご意

見が多かった 4 つのテーマの う ち 、 前 2 つのテーマについて、 テーマに沿った分析

と して事務局に案を作って頂き ま したので、 本 日 は残 り の 2 つのテーマについてご

審議を頂きたい と思ってお り ます。

まず、 その 1 つ、 常f湖能盤早期剥離の事例について、 事務局から説明をお願い致

します。

2 . 議事

1 ) ｢テーマに沿った分析j

o事務局 (森脇) 事務局でございます。

まず、 資料 1 を ご参照下さい。

資料 1 で分析対象事例の概要をお示し致してお り ます。 これは常f湖鎚盤早期剥離

“事伊皿分のものでございますo
事例番号の右横に初産 ･ 経鞄産の別、 それか ら在朝命週数、 発症場所を記載致してお 、

り ます。
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その隣に、 脳′地麻痺の原因をお示し してお り ます。

その隣、 真ん中のあた り ですけれども 、 4 つの列には医学的評価、 隣に分娩機関

が検討すべき事項、 その隣に学会 ･ 職能団体が検討すべき事項、 その隣に国 ･ 地方

自治体が検討すべき事項を記載致してお り ま して、 これは全て常イ湖能盤早期剥離に

関する も のを掲載致してお り ます。

資料 2 につき ま しては、 澤田客員研究員よ り ご説明 させて頂き ます。

○池ノ 上委員長 それでは、 お願い致します。

○澤田客員研究員 では、 資料 2 です。 よ ろ し く お願い します。

今回き,件の う ち鰄台盤醐剥離を認めた事例が圏あ り まK 結構芻→
たのでそれを蟻と致･ま “たその中“鬮が 自宅で腹痛や性器出血の症状を 自
覚 し･ 入院した時点で常楜盤醐剥離と診断されてお り ます。 その他の圏‘入
院中に診断を されてお り ます。

自 宅で発症。拙圏の う ち 、 妊産婦が変調を認識しあら分娩機関へ連絡%‘

う こ と で、 今回の こ と をま と めてお り ます。

表 1 が 、 妊産婦が 自 宅で変調を来してからの連絡までの時間です。 3 時間以上待

→‘ しま →た人が皿 時間以上待→れま受粉合わせ‘鬮れ 、 う ‘ う な
表になってお り ます。

表 2 と しては、 リ ス ク 因子の こ と を載せてお り ます。

事例の概要です。

事例 1 と して載せてお り ますのは、 切迫早産の診断で リ ト ド リ ンが処方されてお

りれて、 妊産婦が鬮と圏‘下腹痛があて、 お薬を飲んで“ばら く桁を見
て しま った と い う 事例ですo 結局、 腹痛発あら鬮鬮後性器出血が見 られて
か ら鬮圈後時間が経過 してか ら病院“行き ま して、 常楜盤糊剥離診断“
た事例を載せてお り ます。
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検討べき事項“最後です,ナだも 、 囲で腹痛“ため外来受診を しきて･ こ
の時期の腹痛で最も危惧されるのが常位湖鍵盤ミ早期剥離である こ と か ら 、 子宮収縮抑

制薬の処方に際し、 よ り き め細かい個別指導が重要であ り 、 その充実を検討する こ

と が望まれる と い う よ う なま と めで終わっている事例です。

事例 2 は、 まだ検討中になってお り ます。

医学的評価です。

保健指導については 4 つ書かれてお り ますが、 上の 3 つは直ちに受診する よ う に

指示した病院の対応が妥当 と考え られている と い う こ と が載ってお り ま して、 最後

の 4 つ 目 が禁煙を指導する こ と が記載されていな く て不明であるため評価でき ない

と い う 、 4 項 目 になってお り ます。

分娩機関が検討すべき事項や学会 ･ 職能団体への要望は、 3ページと 4ページの

通 り になってお り ます。

次に、 5 ページ 目 ですが、 常f湖前盤早期剥離≧保健指導に関する現況について述

べてお り ま して 、 1) 常イ湖台盤早期剥離についてですが、 一般的な教科書的なこ と が

書いてある こ と と 、 周産期死亡率が全体の周産期死亡率に対して10倍以上高い と い

う 重症な病気である と い う こ と が説明 されてお り ます。

4 段落 目 、 妊産婦の 自 覚症状が記載されてお り ます。 また、 四角の中に リ ス ク 因

子 と いわれている も のが記載されてお り ます。

2) と して 、 わが国における保健指導について述べてお り ます。 厚生労働省の児童

家庭局から出ている実施要綱が 6 ページに載せてお り ま して 、 妊娠時の保健指導と

分娩時の保健指導について書かれてお り ます。 常f湖台盤早期剥離に関する こ と は③

と⑮に書かれてお り ます。

8 ページに行きま して 3番です。 再発防止および産科医療の質の向上に向けてで

すが、 今回は1) と して妊産婦に対する提言を入れてお り ます。

( 1 ) 常位胎盤早期剥離の代表的な初期症状は、 異常な腹痛 と 大量性器出血であ り 、
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発症する と母児共に急速に状態が悪化する こ と を知る 。

(2) 常イ湖鋸盤早期剥離を疑 う }症状が現れた場合には、 早急に分娩機関に連絡する

こ と 。 その下に症状が書かれてお り ます。 こ こ はち ょ っ と言葉を検討して頂ければ

と 思います。

(3) と して、 安全に妊娠を糸聯売し、 異常を早期発見するために、 適切な時期 ･ 間

隔で妊婦健診を受ける と い う こ と の 3 つを妊産婦に対する提言と致しま した。

2) と して、 産科医療関係者に対する提言です。

先ほ ど申 した よ う な常位胎盤早期剥離の症状を妊産婦に保健指導する こ と が ( 1 ) 。

(2) と しては、 リ ス ク 因子に該当する妊産婦に関 してはよ り 注意を促すよ う 十分

な保健指導を行 う こ と 。

(3 ) と して、 妊婦健診をき ちん と受診する よ う 保健指導を行 う こ と と 致してお り

ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 それでは、 只今説明があ り ま し

たこ と について、 何かご質問あるいはご発言があ り ま した らお願い したいと思いま

すが、 いかがで し ょ う か。

　　　　　　　　　　　　　　　
も “ 鬮囲圏と い う ふ う になっています。 ち ょ っ と シビアな胎児発育遅延だった ら
早剥になる リ ス ク と して I UGR と かってあ り 得る のかな と思って今見た ら 、 体重

が違 う みたいなんですけれども 。 ち ょ っ と気になったので。

○池ノ 上委員長 そ う です為 体重は、 これは どこ に書いてあ り ま したっ け。 資料

1 ですか。 資料 2 の 2 ページ。

。棘嫌員 事例虹 が囮だと思 う んです“れ“もそれを今蘇し“&“･
体重がち ょ っ と 。 子宮内胎児発育遅延先行型の妊娠高血圧症候群と かあって、 ち ょ

っ と リ ス キーなのかな と思ってみた ら 、 体重が異なっていたので、 児の体重をちゃ



ん と る確認したい と 思います。

○池ノ 上委員長 と書いてあるのは どこですか。

○澤田客員研究員 です。

○藤森委員

○上田理事 出生日、 です。

○藤森委員 ですれ 赤ちゃんのグロースはよ さ そ う だったので、 小 さ く

なる とやっぱ り 早剰のそれな り の リ ス ク がある のかな と 思って、 少 し慢性の常f瑚台

盤早期剥離と かがあるのかなと思ったんですけれども 、 体重が。 確認です。

○澤田客員研究員 そ う ですね 申 し訳あ り ません。

○池ノ 上委員長 圏I圏が正確とめ こ と ですれ ど ぅ も先生、 あ り が と ぅ ござ
いま した。

○事務局 (森脇) すみません。 失礼致しま した。

。池ノ 上委員長 では、 そ こ を剛圏。 資料 2嫌 う の事例 1 の四角の中ですねo
ご指摘頂き ま してあ り が と う ございま した。

他にいかがでし ょ う か。

○箕浦委員 今回の これを読んで、 我々 これまで常f湖富盤早期剥離が起こ った と き

の診断と か管理と かについて検討したものはわんさかあるんですけれども 、 保健指

導と い う 視点か ら 、 家で起こ った と き に妊婦さんが ど う した らいいかと い う のを書

いてあるのはあんま り なかったので、 これはなかなか大事な こ と だな と い う よ う な

感想を持ちま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 確かに、 そ う い う こ と はあま り ないです

　

○川端委員 気がついた と こ ろをばらばら と言いますけれども 、 喫煙の リ ス ク 、 喫

煙は常位胎盤早期剥離の リ ス ク である と い う 表現が何カ所かに見えているんですが、

その具体的な数字を挙げて頂いて、 どの程度吸 う 人と 吸わない人と で リ ス ク に差が
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あるか と い う のを何か示 して頂ける と 、 それこそ指導しやすく なる のではないかと

思いま した。

それから 、 今のお話にあった保健指導の件ですけれども 、 こ こ のパー ト は常{湖台

盤早期剥離を取 り 上げているので、 その視点か らの感 じが非常に強 く 出ていま して、

と こ ろが、 保健指導と い う のは妊婦の妊娠してから産褥に至る までの間のバラ ンス

のいい保健指導と い う のがある と思 う ので、 こ こだけでな く て、 他の も のまで配慮

した項目 な り 内容に踏み込んでいかなければいけないんじゃないかと い う 印象を強

く しま した。

それから 、 6 ページの妊娠時の保健指導の③と⑮と い う 、 こ の 2 つが関連がある

と い う ご説明でしたけれども 、 これも ち ょ っ と その関連づけが弱い と い う か、 やは

り 保健指導を も う ち ょ っ と具体的に、 これは厚労省の通知なんでし ょ う か。 それを

も う ち ょ っ と踏み込んだ形でやらない と 、 実際的には役に立たないだろ う と い う 気

が致しま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 常‘湖台づ盤早期剥離を取 り 上げたのは、 や

は り それが重要だから と い う 委員の先生方か らのご意見で取 り 上げて頂いて、 今、

議論している と い う こ と ですので、 一般論と しての保健指導と い う よ り は、 常f湖台

盤早期剥離が児の予後 と い う こ と か ら考えて非常に重要である と い う 意味で、 も っ

と個別的な と いいますか、 そ う い う 指導が必要だとい う ご意見だと 思います。 ｢保

健指導｣ と い う 言葉が何と な く 少 しマイル ド過ぎる よ う な気が致しま して、 常{湖台

盤早期剥離は大変なんだと い う よ う な こ と です。

○川端委員 ど う い う 症状が出た と き に早く い ら っ しゃい と い う よ う な 、 母親学級

での指導を言っているんだろ う と い う こ と だ と は思 う んですけれども 。

も う 1 つ 、 常f湖髭盤早期剥離で、 ど う して も これは赤ちゃんが主体になっている

んですけれども 、 実際の臨床では母体の管理と赤ちゃんの管理と 両方が同時並行で

進む と い う 、 管理上非常に気を使 う 難しい事例だと思 う ので、 そのあた り も ち よ っ
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と触れて頂きたい と思いま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 今の川端委員のご指摘は大変重要で、 私

の よ う な古い時代から産婦人科をやっている人間に と っては、 常f湖富盤早期剥離と

い う のは母親の安全を ど う やって確保するか と い う こ と のほ う がずっ と頭の中にあ

って、 最近こ う い う お子さ んの予後のこ と が非常に取 り 上げられる よ う るこなってき

て 、 やっ ぱ り 常f湖剤盤早期剥離は母児双方に リ ス ク が高い と い う こ と であ り ますの

で、 と もする と母親を忘れがちになって しま って、 そち らのほ う が手薄になる と い

う こ と も あ り ますので、 そ こ は産科の視点から言いますと 、 母児両方を しっか り 見

る と い う 先生のご指摘は非常に重要だと思います。 それも併せてま と め る よ 捌こ、

ま と めの中では文言を入れて頂きたい と 思います。

他にいかがでし ょ う か。

○藤森委員 資料 2 の表 2 の症状の中に、 意外 と 女戟辰高血圧症“慶群は少ないんだな

と い う のが印象なんですけれども 、 ぜひ全例、 これは出血があった と い う こと でい

いんですか。 出血 と 、 あ と 前期苞助永 と 、 先ほ ども ち ら っ と お話し しま したけれども 、

子宮内胎児発育遅延と い う 子どもが出 している症状と い う 意味で、 そ う い う ものが

リ ス ク 因子になっている可能性、 よ く 子宮内胎児発育遅延が先行する 、 いずれ血圧

が高 く なってき てたんぱ く が先行した り と か と い う 、 そ う い う 妊娠高血圧症候群が

早剥になって しま う んだと い う よ う な 、 我々 、 認識があるんですけれども 、 そ う い

う のが どれぐ らい、 今、 言った I UGRの程度 と か、 あ る のかど う か と い う の も ち

ょ っ と知 り たいんですけれども 。 出血は全例でいいんですよ 浅為

o澤1客員研究員 出血があるα‘、 入院し‘いな,鬮の う ちの鬮です。
○藤森委員 その後は全く 出血はなかったんですか。 外出血な しですか。

○澤田客員研究員 最終的にはち ょ っ と分か ら ないですけれども 、 今回は 自覚症状

ですれ 最初の 自 覚症状で病院に来る までの と こ ろ しかまだ拾っていないので、 最

終的にはあったかも しれないです。
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○藤森委員 異常な子宮収縮、 通常じゃない子宮収縮に性器出血を伴っていた ら 、

先ほ どの保健指導の話じゃないですけれども 、 全例劇こかく 来な さい と い う よ う な

こ と をお話しするのがいいんじゃないかな と僕は思 う んですけれども 。 それに も と

も と子 どもが小さい と か、 血圧が高い と か、 たんぱ く 尿が出ている と い う 人、 それ

か ら あ と年齢ですれ お母さんの年齢も 、 それから喫煙もあ り ますけれども 、 そ う

い う リ ス ク 因子が重なっている人は注意喚起するのが大切なん じゃないかと思いま

す。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいですか。 それは出ますか。

○澤田客員研究員 表にする こ と "は 、 後々そ う い う こ と “までき ます。

。池上委員長 今、 鬮ですけれ& 今年中 ‐‘はも う 少増える可能性鷆 '
ます表な 恐ら く 、 常イ瑚台盤早期剥離が どんどんこれか ら積み重なってい く ん じゃ

ないか と 思いますけれども。

8雛髪)量ぬざまこ琴笙癰たす･ “すか“ ･ かな '鮠
胎盤早期剥離と い う も のがク ロ ーズア ップされて く る方向にあるん じゃないかと思

います。

○隈本委員 僕も藤森委員のご意見に賛成です。 まず、 こ の常{瑚台盤早期剥離はな

かなか見つからない と い う こ と で、 何か兆候はないかと い う こ と は･一生懸論ず若いお

医者さんも考えてい ら っ しゃ る と思 う ので、 非常に重要なケースが どんどん積み重

なって、 かな り 重い常{湖剤盤早期剥離になったケースのその前兆 と い う のを、 これ

は 自 覚症状だけに と どま らず、 入院後の症状と か、 窄聯敦的な症状と か、 いわゆる他

覚的な症状も含めた症状の リ ス ト と か、 そ う い う もの も一覧表で一遍に見 られる よ

う な ものを作って頂いた ら 、 それを一読する と 、 こ う い う 兆候に気づいた ら何か急

いだほ う がいいみたいな感じのいい参考資料になる と思 う んです寿為 せっか く で

すか ら 、 ぜひ と も この際、 時系列で、 最初の本人の気づき 、 その後入院時の状況と
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か症状と か、 あるいは何か気になるデータ と か、 そ う い う も のが一覧表で見 られる

よ う に して頂 く と いいか と思います。

その関連なんですけれども 、 最終的に蘇生が よ く なかった と い う のは、 逆に言 う

と 、 症状が これほ どひど く なったのが 、 も し蘇生のまずさが関係 している とする と 、

そ こ は少 しマイナス して見なき やいけない と こ ろ も ある ので、 こ の一覧表には常位

胎盤早期剥離についての医学的評価しかないんですけれども 、 その後の蘇生に対す

る 医学的評価も ち ょ っ と入れて頂いたほ う がいいと思います。 つま り 、 みんな脳性

麻痺が重症になっているケースですけれども 、 その中か ら蘇生が悪かった と か出産

後に出血して しま ったケース と かも ある ので、 そ こ を除外でき る よ う に 、 新生児の

処置、 救急処置についての医学的評価も一覧表の どこかに加えて頂く とすご く 参考

になる と 思 う んですが。

つま り 、 常f湖前盤早期剥離その ものが非常に重要なものだけでな く 、 実はその後

の新生児期に問題があったケース も混じっているかも しれないので、 そ こ は除外で

き る よ う に と い う こ と で、 そ この情報も入れて頂 く と あ り がたいんですけれども 。

○池ノ 上委員長 恐 ら く 、 臍帯血のガス分析と か、 そ う い う も のがあれば生まれる

段階でどの程度のアシデ ミ アになっていたかと かい う と こ ろは参考になるん じゃな

いか。 恐 ら く 、 こ う いった常イ湖台盤早期剥離は、 地域あるいは総合周産期センター

に母体搬送されて対応 されている こ と が多いんじゃないかと 思 う んですけれども 、

そ う する と 、 そ う いった分娩周辺期の色々 なデータ も見る こ と ができ るかも しれま

せん。

○石渡委員長代理 今のご意見ですが、 そ う しますと 、 いわゆる焦点がぼけて く る

ん じゃないかと 思 う んですよ メ怠 蘇生が う ま く いかなかったために重症化して しま

う 例も確かにある と思 う んだけれども 、 先ほ ど、 隈本委員が言われた問題は、 保健

指導の と こ ろにやは り 重要な と こ ろがある と思 う んだけれども 、 そ う い う 意味で初

発症状が ど う い う よ う な症状が起き て と い う のを時系列的に少 し検討する こ と ば重
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要だと思 う んですが、 分娩後の蘇生が ど う の こ う の と い う と こ ろについて検討を加

えていき ますと 、 焦点がぼけて しま う と 思 う ので、 それは しな く ていいん じゃない

かな と思 う んですけれども 、 いかがで し ょ う か。

○隈本委員 も ちろん、 焦点を絞るために。 明 らかに新生児後に問題があったケー

ス を除外するためにです。

○石渡委員長代理 除外する と い う 意味ですれ 分か り ま した。

○隈本委員 除外するために。 こ こ の一覧表の医学的評価は、 常イ立胎盤早期剥離だ

けに限っていますけれども 、 も し蘇生後に問題があったケースがあれば、 それを除

外でき るので と い う 意味です。

o池上委員長 分娩“場所が どこかと い う のは その鬮蛔産期セ'“‐です
表乱 分か り ます黄熟 正直、 総合周産期センターであれば蘇生が全く と い う こ と

はあま り ないん じゃないかと ,思いますので、 だから 、 む しろガス分析でどこ まで追

い込まれていたかと い う こ と が分かる と 、 ク リ アになってい く ん じゃないか と 思い

ますけれども。

○ 田村委員 例えば、 埼玉なんかですと 、 逆に、 常f湖台盤早期剥離ら しい と い う 事

例の場合には、 県内唯一の総合周産期母子医療センターに連れて く る までの間が リ

ス キーなので、 そち らへ産科の先生を派遣しますから帝王切開をやって下さい と い

う よ う な こ と も十分あ り得ます。 常f湖剤盤早期剥離の場合には、 母体に と って も非

常に危動機である と 同時に、 赤ちゃんに と っても危機的状況なので、 ちゃん と赤ちゃ

んの蘇生ができ る人をお母さ んの帝王切開担当者と は別に準備する体制設備が重要

だと思います。 前に も緊急帝王切開で娩出 してみた ら赤ちゃんが仮死だったので、

産科の先生が手を下ろ して 自分で蘇生せざる を得なかった と い う 事例が この会でも

検討されま した。 そ う い う 場合も 、 産科の先生がお母さ んの処置に専念でき る よ う

に、 助産師さ んや看護師さんがちゃん と赤ちゃんの蘇生ができ る よ う にN C P R講

習会をちゃん と受けておき ま し ょ う と い う 形で触れて頂ければ、 よ り 前向き の提言
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になる と 思います。 蘇生のテク ニ ッ ク が ど う の こ う のだった と い う よ り も 、 産科の

先生はお母さんの命を助ける こ 割こ専念 して、 助産師さ んや看護師さ んは生まれた

赤ちゃんを小児科医が来る までの間ちゃん と初期蘇生ができ る よ う にする体制を作

っておき ま し ょ う と い う 提言にま と めて頂ければよい と 思います。

○岩下委員 この再発防止委員会がする ま と めは、 主に妊婦さ んに対するエデュケ

ーシ ョ ン と いいますか、 啓発が中心になって 、 異常があった ら早く 医療機関にかか

り な さい と い う こ と が主体ですが、 我々総合周産期センターだと 、 よ く 一次施鏥役、

二次施鶴役か ら早剥で患者さ んを送って く る んですが、 児心音が も う 下降した と き に、

果た して送っても ら う 時間を考える と そち らで帝王切開 して出 して下さい と 。 その

ほ う が赤ちゃんのためには予後がいいわけですれ そこまで踏み込め るかど う か分

からないですが、 次の議題の帝王切開までの時間 と も絡むと思 う んですが、 も う 少

し医療側の対応について何かし ら提言でき ないかな と 思ったんですが。

○池ノ 上委員長 さ っ き僕ち ょ っ と 聞きかけたんですけ ど、 実際の出生の場所が総

合周産期センター と か地域センター と か、 あ るいは一次医療機関だと か と い う の も 、

後で結構ですけれども 、 リ ス ト は出ますか。

○澤田客員研究員 はい。 あ り ます。

○池ノ 上委員長 それと 出生までの時間的な経轍緯とい う と こ ろが。

○岩下委員 一次施設から二次、 三次施設へ送るまでに どの ぐ らいかかったのか。

それと も一次施設と か二次施鑓段で送らないでそこで帝王切開 した事例でど う だった

のか と い う 分析がある と 、 何か助言でき るん じゃないかと思いま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 小林委員、 お待たせ致しま した。

○小林委員 資料の 2 の 8 ページ 目 の妊産婦に対する提言の と こ ろの ( 1) ですが、

初期症状と して多量の性器出血と あるんですが、 多量と い う のは、 も しかした ら妊

婦に対する説明 と しては限定し過ぎて よ く ないのかな と思います。 これまでの報告

で、 1 ~ 2 例ですが、 妊婦が気がついた時点では少量で、 後で診察を した ら多量だ
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った と い う 例も あ り ま したので。 あ と教科書をたまたま今 日 見てき た ら 、 少量の場

合もある と い う ふ 引こ書いてあ り ま したので、 も う 1 度こ こ は検討された ら よいか

と思います。

む しろ 、 時期 と かを逆に補った らいかがで し ょ う か。 どの ぐ らいの時期で生じる

異常な腹痛と性器出血かを も う 少 し補った ら よいかと思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

○村上委員 保健指導と い う と こ ろで今回出ていますので、 保健指導は 日 ごろ病院

では助産師がかな り 扱 う部分なのかな と思 う ので、 ち ょ っ と発言を させて頂き たい

な と思 う んですけれども 、 妊産婦さ んたちに早剥の症状を強調 してお話し した り す

る と 、 かな り 脅かされる と い う か、 恐怖を も っ て しま う ので、 その辺は先ほど川端

委員が言われたみたいに、 バラ ンスが必要かな と い う ふ う に考えています。

妊産婦さんたちだけに提言する のではな く て、 医療者の保健指導に携わる ほ う と

して も 、 ただ異常時の対応だけを話すのではな く て 、 日 ごろの 日 常生活を管理する

中で正常性を維持しなが ら 、 かつ異常な と き には適面確に速やかな対応ができ る よ う

に と い う 、 何か指導能力 と か、 あ るいは指導方法の工夫と かい う よ う な と こ ろの力

もスキルア ッ プして頂きたいな と 思っています。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 なかなか幅が広い話なので、 今の助産師

さんの指導のあ り 方 と か、 そ う い う と こ ろ も少 しは広げなが らお話を進めていかな

い と 、 確かに全てが こ う い う こ と &こな る わけではないので、 出血があってち ょ っ と

お腹が痛いな と いって も普通であった り する こ と も 、 む しろそっ ちのほ う が多いわ

けですか ら 、 異常 と い う 言葉で何と な く 伝えている よ う な気もするんですが、 それ

はかえって曖昧になって、 みんなが余計な心配を して しま う と い う こ と に も なるの

かも しれませんれ そこ ら辺、 も う ち ょ っ と例えばこの委員会で議論ができればな

と思います。

○勝村委員 今回、 が 自 宅で発症している と い う 方は、 第一発見が本人
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だった り 家族だった り するんだけれども 、 それでも っ と早く 病院に行く べきだった

と強 く 言われているのは何件になるんでし ょ う か。

○澤田客員研究員 原因分析報告書で、 妊産婦に対して強 く も っ と早く と い う 言葉

は一切ないです。

0事務局 (森脇) ないですれ

○勝村委員 その印象と しては ど う なんですか。

○池ノ 上委員長 資料 2 の表 1 で、 妊婦さんが 自宅で変調を認識してか ら分娩機関

へ“連絡“で“時間 と い う “はあ り “すれ “れ･棚以上を取, と 、 圈になっ
ている。

○上田理事 ただ今の勝村委員のご質問については、 資料 1 にそれぞれの事例ごと

の医学的評価を記載しています。 例えばNo. 目ごついては、 診療所到着は下腹痛、 出

血が出現して 3 時間後であ り ます。 連絡に対して直ちに受診する よ う 指示したのは

妥当 と考え られる と 、 医学的評価が行われてお り 、 特に問題はなかった と思います。

他の事例について も う 1 度確認します。

それから 、 先ほ ど澤田客員研究員がお話し しま したよ う るこ 、 お母さ んにも っ と知

って頂き たい と い う 表現を、 どの よ う に原因分析報告書に記載するかは、 大分議論

になってお り ますが、 そんなに多く あ り ません。

○勝村委員 この資料 2 の最後の 8 ページで、 妊産婦に対する提言 と い う と こ ろで、

再発防止 と い う観点で議論を していて、 妊産婦さんに何を伝えるか と い う こ と を こ

の こ と か ら考える な らば、 やは り 早荊が時間 と の戦いである な らば、 先ほ ど、 どな

たか らお話があ り ま したけれども 、 やっぱ り ど う い う 人に、 かな り 統計的に分かっ

ている な らば、 リ ス ク 因子が 、 こ う い う 場合はち ょ っ と リ ス ク が高 く な り ますよ と 。

私の場合は、 3 つ、 4 つ と あ るか ら気をつけな く ちゃな と思っている と き に、 さ ら

さ ら さ ら と 出血が来たから大急ぎで救急車を呼んだと か、 そ う い う 形になる よ う な

情報提M穆共 と い う のは、 やは り 必要で怖が らせない と い う 配慮も必要かも しれません
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けれども 、 何よ り も再発防止を重視すべき なので、 こ この妊産婦に対する提言の と

こ ろ 、 これだけ じゃな く て これか ら工夫されてい く んで し ょ う けれども 、 本当 に時

間 と の戦いなんだと 。 非常に危険なこ と “こなるかも しれないので、 時間が遅れる と

たいへん と い う こ と があって 、 まれな こ と ではある けれども こ う い う 人の場合には

よ り リ ス ク が高い と い う こ と を しっか り う ま く 伝え られる よ う な表現をする と い う

こ と 。

も ち ろん、 医療関係者の方に、 また保健指導をする方に と い う こ 凋ま、 皆さ んの

おっ しゃ る通 り でやって頂いていいと思 う んですけれども 、 僕からは妊産婦のほ う

に もやは り情報提雄共がき ちん と されて、 急がなき やいけない と い う こ 割まも ち ろん、

それはど う い う 人の場合に確率が高いかと い う こ と なんかの情報提彬共も 、 妊産婦に

と っ てはそ う な ら ないよ う にするための努力をする き っかけに もなるわけなので、

喫煙を しない努力に も なるかも しれないわけなので、 そのあた り の情報がき ちん と

妊産婦への提言の中で網羅された らいいのかな と い う こ と です。

も う -つですけれ&曜病院なんですけれども ･ 陣競餓"テメ リ

総額誘発貧の雰娩誘無瀦箏鬮重箱菫榊:舞いな
す。

○勝村委員 どれがですか。

。澤.客員研究員 鬮薑･檄の後･ 分娩誘発o
o勝村委員 ア ト ニンでしたっ け。

。澤.客員研究員 鬮鬮が、 陣痛が発来し‘入院して分娩促進を し‘いる にな→
ている 。

○勝村委員 これは何で促進しているんですか。

○澤田客員研究員 オキシ ト シンです。

○勝村委員 これもオキシ ト シンになっている。 はい。 分か り ま した。
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○隈本委員 先ほ どの、 あま り 妊婦を怖が らせてはいけない と い う お話は、 僕もそ

“迩 だれ思 う んです･、 ･ や“に“事例執 ･ う “はめ杤分娩“埖圏とい う 、
こ う い う 頻度ですよ と い う こ と を逆に正確に伝えて、 今の と こ ろ 、 こ こで報告があ

〆い‘“量鬮で、 これが同 じよ う な症状なんですよ と い う こ と を説明するo つ
ま り 、 そんなに怖が らな く て もいいが、 怖がるべき症状はこれだと い う こ と を具体

的に正確に説明する 、 実感を も って説明するのに非常にいい材料だと思 う ので、 そ

れを分か り やすく 保健師さ んや助産師さんに伝え られるデータ と して 、 きれいに整

理して、 しかも勝村委員がおっ しゃ る よ う に、 リ ス ク 因子も ちゃん と書いて、 と るこ

かぐ怖いこ と にな り た く なかった ら こ う い う こ と ですよ と い う こ と をお母さ んたち

に伝える 、 何か リ ーフ レ ッ トみたいなものができ る と いいですれ

この制度で、 いわゆる 1 枚紙の通知みたいなものがあ り ます長ほ 何とか情報、

名前はまだ決ま っていないんでしたっ け。 その何とか情報の提雄共の と き に、 それが

そのまま数字が使える よ う なほ う がいいん じゃないでし ょ う か。 そ う する と 、 こ の

制度に対する 、 あ るいは再発防止委員会の P Rに もなる ので、 ぜひ と も こ う い う 事

例が起きていますよ と い う こ と を妊婦さ ん向けに伝える 1 枚紙を出すと い う のは ど

う で し ょ う 。

○上田理事 妊産婦向けですれ

○池ノ上委員長 あ り が と う ございま した。 資料 2 の表 1 、 表 2 あた り がそ こ ら辺

の参考になるデータ と して出 して頂いていま して、 表 2 では、 例えば切迫早産と思
　　 　 　　 　 　 　 　

われていたよ う な ものが轍湖前盤早期剥離だったのが、 圏囮がそれだった と か、 皿

薑‘たんぱく 尿が見 られれ ･た と かですれ 比較的最近たんぱ く 尿の意義と い う の
はち ょ っ と薄れつつあるんですけれども 、 でも 、 こ う い う データが どんどん積み重

なって く る と 、 やは り たんぱ く 尿も要注意だぞと かい う よ う な こ と るこなって く る し、

非常に重要だと思 う んですれ これはあ く まで常イ湖剤盤早期剥離で脳障害が起こ っ

たグループでのデータ と い う 大前提ですけれども 、 そ こ ら辺は非常に貴重ではない
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かと 思います。

それから 、 喫煙も鬮。 の括弧量と , 、劾,イ.です,、
o澤田客員研究員 嫌中も喫煙され‘いた方が、 そ“ う ち“鬮
。池上委員長 風.棘でや“た。 そ う です･治劾れ“とい う bに
と も今回分かって く る のではないかな と思います。 やは り 、 これは 日本人の社会集

団の中での特徴ある こ と で、 なかなか今までは見られていない部分 じゃないから思

いますので、 ご指摘の よ う な と こ ろはこれから も細かく やってい く 必要がある だろ

う と 思います。

○魚蝨澤委員 3 点あ り ます。

実は、 すでに皆さんから何回かご指摘があったよ う に、 ｢異常な｣ と か ｢多量

な｣ と い う のが一体何なのか、 普通の人が読んでそれを ど う い う ふ う に理解すれば

いいのかと い う こ と を 、 分か り やすく 書いて頂 く こ と が と て も大事なこ と だな と思

いなが ら拝見 してお り ま した。 資料の中には ｢ さ ら さ ら と ｣ と か、 少 しあるのです

けれども 、 改めて 8 ページのこの異常な腹痛と多量の出血である と い う こ と 、 こ の

( 1 ) (2) あた り が この表現でいいのかど う か。 そのあた り を も う 一度分か り やすい文

章を検討して頂きたい と 思いま した。

そ して併せて、 2) のその後、 ｢産科医療関係者に対する提言｣ の 、 わたって 9 ペ

ージの (1 ) には、 代表的な初期症状が異常な腹痛と多量の性器出血である こ と 、 症

状が悪化する こ と 、 その具体的な症状を分か り やす く 説明する こと 、 と い う よ う な

こ と も併せて入れて頂いて、 説明の仕方に工夫を促して頂 く よ う な文言が入って く

る と あ り がたいな と 思いま した。

重ねて、 ｢学会 ･ 職能団体に関する要望｣ と して、 じやあ何が具体的で分か り や

すい、 かつ科学的な説明の仕方になる のかと い う こ と を考えて頂 く こ と る こな る のだ

ろ う と 思 う のですが、 そ う いっ た流れで書いて頂ける と あ り がたいと思っています。

それが も し こ こで提言でき る のである な らば、 具体的にそれを提言して、 先ほ ど、
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隈本委員がおっ しゃったよ う を こ 、 例えばこんなよ う な ものは ど う だろ う か と い う ふ

う に提言ができればいいのではないかと思っています。

そ して も う 1 点、 ち ょ っ と お伺い したいのですが、 資料 2 の 5 ページの1) の常位

胎盤早期剥離についての四角の中 、 こ の四角はいわゆる ｢ リ ス ク 因子｣ と その後書

かれてい く もの と 同 じですか。

○澤田客員研究員 はい。

○魚冨澤委員 同 じですか。 こ こ では ｢背景要因｣ と か ｢誘因｣ と い う 言葉で表現さ

れていて、 その後はその言葉が ｢ リ ス ク 因子｣ と い う 言葉に変わってい く んですれ

多分、 専門の皆さんは当然それを ｢ リ ス ク 因子｣ と い う ふ 引こ読み替えてい ら っ し

ゃ る と 思 う んですが、 リ ス ク 因子はこれなんだ、 起き る症状、 注意しなければいけ

ないのはこれなんだと い う ふ う に、 普通の人が読んで分か り やすく してい く ために

は、 多分、 文言は統一 して頂いて、 こ こ の こ と を言っているのだ と い う こ と が分か

る よ う に して頂 く ほ う がいいのではないかと 思っています。

それか ら 、 こ の四角の中はすごく 大事な四角なので、 この四角の①が始ま る上の

と こ ろに 、 ｢ リ ス ク 因子｣ な り ｢背景要因｣ ｢誘因｣ な り 、 も う 1 行入れて頂いて、

こ こ に何が書いてあるのか分かる よ う に して頂 く と 、 こ の表の位置づけが しっか り

と して く る のではないかと思います。 他の ものは表の と こ ろにタイ トルがあった り 、

表の中にタイ トルがあった り するので、 そ う して頂く と分か り やす く な るのではな

いかな と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 恐 ら く 、 今、 ご指摘頂いたよ う な と こ ろ

は、 リ フ ァ レンスがあって 、 その文献を参考に して書いて頂いた状況だと思 う んで

すれ この委員会はも う 一歩進んで、 実際の事例があるわけです。 ですから 、 例え

ば ｢異常な痛み｣ と かい う と 、 数量的でな く て も 、 3 十 、 1 十 と か、 ≠執疣的だと か、

何分置き と か、 そ う いった と こ ろが も し分かれば、 よ り こ の現実の事例に沿ったも

のを こ こ に出 して頂 く と か、 そ う いっ たほ う がよ り 臨場感のあふれる再発防止のた
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めの提言につながるんだろ う と 思います。

も ちろん、 教科書的な ものを踏ま えた う えで、 教科書的にはこ う だけれども 、 再

発防止委員会で検れ綱圓な ら圓“常楜台盤朝剥離を魅こ う でぁ*'
い う と こ ろで、 今の 日本の現状に沿ったものが出て く るんじゃないかと思 う んです

れ ひょ っ と した ら 、 例えば、 日本だった ら子宮内感染と い う のが ぐっ と上がって

く る か全然出てこ ないか と かい う と こ ろは全く 分から ないこ と ですし、 あるいは喫

煙の問題と か、 今の 日本の中でど う か と い う の も なかなか分からない と い う よ う な

と こ ろがある と思いますので、 今のご指摘は、 そ う い う と こ ろを踏まえてち ょ っ と

突っ込んで頂ければ、 よ り よい提言につながる のではないかと思いますので、 よ ろ

し く お願い したい と思います。

他にいかがでし ょ う か。

○藤森委員 この事例は全て脳小艶麻痺になった事例ですけれども 、 先ほ ど、 委員長

もおつ しやいま したけれども 、 今、 日 本産科婦人科学会の周産期委員会では、 前に

ち ょ っ と お話し したかも しれないんですけれども 、 中心に

登録されている常f湖能盤早期剥離か ら 、 それは脳障害のない症例も含めて レ ト ロ で

検討する と い う こ と が始ま っていますので、 それも併せていずれ出て く る と思いま

す。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 いわゆるニア ミ スで終わっている 、 そ し

て母児 と も に元気 と い う ケース も 当然た く さ んあるわけで、 そち らのデータ も併せ

なが ら 、 我々 のほ う は脳障害と い う視点から見ている と い う こ と で、 よ り 幅広い視

点で常{湖剤盤早期剥離に関する ものがまた見える よ う になるん じゃないかと思いま

す。

他にご意見はいかがでし ょ う か。

○勝村委員 5 ページの今指摘があった①~⑧には、 出血の こ と は書いていないわ

けです長a だから 、 これは背景要因です長為 8 ページの妊産婦に関する と こ ろ
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では、 異常な腹痛や出血を感じた ら と書いているわけです裏為 僕も先生方ほ ど

色々 な事例を知っているわけではあ り ませんが、 も のすごい出血量だったんだけれ

ども 、 どん どん出血したのは胎盤が半分剥がれた傷ロ が子宮口 るこ近かったので、 す

ぐ子宮ロ から外に血液が出ていったからで、 すごい出血が どんどん外へ出ていった。

だから 、 まだ剥がれていなかった残 り の半分の胎盤をはがす圧力がかか らなかった

ので、 外へ外へ血が出ていったので全部はがれて しまわなかったので、 全く 子 ども

も母親も無事だった と い う 事例があ り ま した。 出血量はすごい量だったんだけれど

も 、 大丈夫だった事例です。 つま り 、 あんま り 外に出血がな く ても 、 中でも のすご

い出血を していて胎盤が全部はがれて しま って赤ちゃんが亡 く なる こ と がある一方

で、 ものすごい出血量だったけれども 、 外に どん どん出血して しま う か ら 、 胎盤の

一部分は最後まで剥がれずについたままだったので赤ちゃんは大丈夫だった と い う

事例があ るわけです義a だから 、 やっぱ り 難しいです表れ 出血-量 事故を減ら

す, い う "で、 今回の鬮の う ちの鬮の事例が、 も っ と早 く 医療機関にかかっ
た ら よかったかも しれない と い う 反省な らば、 こ う い う 状況だった ら こ う い う 因子

のある人で、 過去にこんな要因がある人でこ う い う 出血を感じた ら救急車を呼んで

下さい、 と い う よ う な書き方をすればいいん じゃないかな と漠然と思っているわけ

なんですが。

そのあた り 、 だか ら 、 今、 これも研究されている最中 と い う こ と ですけれども 、

何かそ う い う も のがあるんだった らいいなと思 う んですけれども 。 難しい面も ある

のかな と 思いますけれども 、 どち らか と い う と 、 迷 う と こ ろだった ら過ぎる く らい

でもいいか ら 、 命を助ける方向で書けばいいんじゃないかな と 。 こ う い う 場合は救

急車を一応呼んで下さい、 と言って しま っていいんじゃないかなと思 う んですけれ

ども 、 何かそ う い う 書き方が妊産婦か ら して分か り やすい し、 特に 1 回早剥になっ

ている人はすご く 気をつけなき やいけないわけですよ ×為 ち ょ っ と 出血があった ら 、

切迫早産で何回かち ょ ろっ と した出血を経験しているから と 思っ ちゃ う と い う こ と
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なのか、 非常に難しいのかな と思 う んですけれども 。 そ う い う と こ ろででも う ま く

表現して、 再発防止につながる よ う な提言を して も ら えた らいいのかな と思いま し

た。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 先ほ ど、 魚愉澤委員がち ょ っ と おっ しゃ っ

たんですけれども 、 も う ち ょ っ と 具体的に数値化できれば、 例えば陣痛始ま り かけ、

今か ら陣痛が起こ るから と い う よ う な と き に、 やた ら と 間欠が短過ぎる と か、 そ う

いったよ う な こ と と か、 それから切迫早産みたいな緩やかな間隔で、 ゆっ く り した

間隔で陣痛が起こ っているんだけれども 、 胎児心拍パターンでは遅発一過性徐脈が

ち らほ ら見 られる と か、 恐 ら く そ う いった と こ ろが明 らかになって く れば、 具体的

な手がか り につながる と い う こ 国こな るん じゃないかと思 う んです九

○勝村委員 医療関係者の人か ら した ら 、 こ の人は健診の際から ち ょ っ と そ う い う

リ ス ク要因がある人だな と気をつけていた り 、 実際入院中に感じる と き には、 そ う

い う ひ ょ っ と した ら と思 う 色々 なケースがある と思 う んですけれども 、 ま さ みこ今回

,圓が 自 宅な“で、 自 宅でまず救急車を呼んで急いで病院へ行く べき と い う “･'
ど う い う と こ ろなのかと い う のがはっ き り 、 も しある程度の範囲で、 完璧じゃない

に して も ある程度ま と ま って く る んだった ら 、 こ う い う 場合は救急車を呼びま し ょ

う みたいな感じで挙げて しま える よ う な も のが も しあればいいのかなと思います。

○石渡委員長代理 勝村委員の言われる こ と はよ く 分かるんだけれども 、 実際にい

わゆる切迫早産の症状を見たのが多いわけで、 それを救急車で と い う のはち ょ っ と

問題があろ う と思 う んですけれども。

確かに 、 こ の表に リ ス ク 因子 と い う のはある程度書いてあ り ます表為 そ う い う

リ ス ク 因子を持った人で、 例えば出血がある と かそ う い う 場合には病院に早く 行く

よ う に と い う よ う な指導は必要だと思 う んですれ と “こか く 早 く 気づ く こ と が大事

で、 病院に来 られて診断がつけば、 その後の処置は割 と早いと思 う んだけれども 、

そ う でない事例が今回は多かったわけです。 自 宅でほ と ん ど症状が出て、 時間が遅
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れて病院に来ているわけです長a そこ を改善する こ と が必要ではないかと思いま

すし、 一次医療機関は、 私は一次医療機関なんですけれども 、 その立場から言 う と 、

出血があってお腹が痛 く て、 じやあみんな救急車で と い う のはその地域の救急医療

が成 り 立たな く なっ ちゃいますか ら 、 そ こ はち ょ っ と書く こ と は難しい と 思います。

○勝村委員 ま さ みこその リ ス ク要因 と一緒に書いて、 こ う い う リ ス ク要因、 こ う い

う リ ス ク 因子がある人がこ う い う 状況だった ら急いで下さいねと い う ふ う に書ける

んだった ら書く べき じゃないかと い う意見なのです。 今のお話だと 、 僕はほぼそれ

で、 その リ ス ク要因 も全部情報開示したほ う がいいと思 う んです表乱 だから 、 お

医者さ ん、 医療関係者の中で共有されている 、 こ う い う 人は早剥に気をつけたほ う

がいいよ と共有されている情報と い う のは一応妊産婦側にも 出 して、 その う えでこ

う い う 事例の場合は と い う 、 そ う い う 形で。

○石渡委員長代理 それで、 今回、 セ ンターで処理されている方が多いです長熟

鬮中圏。 と い う " は、 かな り -次医療機関からは早し時期 々こ リ ス ク の高じ 、人
は送られているん じゃないかな。 紹介して。 そ う い う 要因が働いているから で 二股

の医療機関で起き ている事例は今回は少なかった と い う こ と だ と 思 う んですけれど

も 。

○池ノ 上委員長 ですから 、 やっぱ り 最初の 自 宅から医療機関までの時間をいかに

短縮するかと い う と こ ろに今回フォーカスが当たっているわけでして、 そ こでやっ

ぱ り 母親学級な り 色々 な と き に、 早剥 と い う こ と をある程度念頭に置いた指導を も

う 少 し上手に我々がやる 、 そ う い う 提言につながっていけばいい。 それになる よ う

な資料が今回の こ こ に集まった常イ湖前盤早期剥離事例から得られれば、 よ り 具体的

な提言ができ る と い う こ と をこな るんだろ う と 思 う んですけれども 、 よ ろ しいで し ょ

う か。 はい。 あ り が と う ございま した。

それでは、 まだ色々 ご意見があろ う かと思いますが、 次の緊急帝王切開に関わる

時間に関する こ と と い う こ と で、 事務局からの説明をお願い致します。
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○事務局 (森脇) 資料 3 を ご参照下さい。 分析対象事例の概要でございます。 緊

急帝王切開を実施致しま した事例の一覧をこ ち ら に載せてお り ます。 事例番号の隣

から母体搬送の有無を記載してお り ます。 母体搬送があった事例につき ま しては、

搬送先と搬送元の分娩機関の区分、 診療所、 病院の別を示してお り ます。 その隣が

周産期指定、 総合か、 な しか、 地域かを入れてお り ます。

その隣が児娩出時間帯です。 これは夜間に生まれたか、 日 中に生まれたかを、 お

およそ想像して頂 く ために 目安になるかと思いま して入れてお り ます。

その隣が、 帝王切開決定から児娩出までの時間でございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　
して最終決定が搬送元の医師になってお り ますので、 それを記載してお り ます。

その隣が脳↑堕麻痺の発症の原因です。 これは主なもの 、 はっ き り したものを記載

致してお ります。

真ん中の列に移 り ま して医学的評価、 それか ら分娩機関が検討すべき事項、 国 ･

学会が検討すべき事項につき ま しては、 帝王切開の主に時間に関する こ と を ピ ッ ク

ア ップして一覧に してお り ます。

それでは、 資料4 のほ う をご覧下さい。 緊急帝王切開術決定から児娩出までの時

間 と診療体制について と い う こ と で取 り ま と めてお り ます。

先に補足 させて頂き ますが、 帝王切開につきま してはその判断と い う のが大事で

ある と い う のは言 う までも ございませんが、 その判断につき ま しては、 今回は触れ

てお らず、 まず帝王切開を決めた ら なるべ く 早く や り ま し ょ う と い う と こ ろに視点

を置いて取 り ま と めてお り ます。

1 ) 分析橡事例の概況でございます。 鮫致してお り ま綱島 う ち、 帝王切開
術断ったのが鬮でございます。 これの う ち全て･壞急帝王切開でございま したo
母皺送された事例.この う ちの鬮でございます。 勤務帯別に見ますと ･ 平田
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中体制.棚、 休 ,夜間体制が鬮でござ, 、ま した。
圏わきま して 診療体制を中心に分析しておはが･ 帝王切開術決定から
児娩出までの時間別施鏥役件数を表 1 に示 してお り ます。 決定か ら児娩出までの時間

“ 以内でぁ一博伊綱島 う ち■だされた ま 搬送された鬮
“ う ち帝王切開決定か らり競出“で“扇が鬮以内“事例疊鬮でござま した。
‘“ “獅状態.･悪ぃ妊産婦さ ん漂院% ' ' ･ 父が分かズ･ ･て、 鬮以内
に娩出できている件数を示してお り ます。

多 く の事例が帝王切開術につき ま して迅速にかつ適確に行われてお り ますが、 そ

の一方で、 時間を要している と評価された事例や、 ス タ ッ フの到着を待った事例、

それから搬送先を探すのに時間を要した事例な ども あ り ま したので、 ま と めてお り

ます。

次のページをおめ く り 下さい。 事例の概要でございます。

事例 1 です。 この事例は総合病院の事例です。 早剩のため帝王切開を決定して 、 .

産科医の応援、 それか ら手術室ナース 、 放射線技師な どを要請してお り ます。 帝王

切開決定か ら約80分後に児を娩出致してお り ます。

医学的評価では、 応援の ドク ターやス タ ッ フの到着時刻を考慮しても 、 帝王切開

決定から児娩出までの時間を要している と評価されてお り ます。

当該分娩機関が検討すべき事項と致しま しては、 緊急性の高い帝王切開が必要な

場合の対応について、 院内の体制を整備する こ と が必要と示 されてお り ます。

事例 劉‘つき ま “口紅'“ まで“録され･事例が鬮.どあ り ますので、
そ こから拾っていきたい と考えてお り ます。

次のページをおめ く り 下 さ い。 3 ページ目 でございます。

分析対象事例における緊急帝王切開術決定から児娩出までの時間に関する評価で

ございます。

医学的評価におき ま して、 その時間について と 、 それから診療体制について記載
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があったものをお示し致してお り ます。 具体的な改善策につながる こ と から 、 よか

った事例も こ のな中かに盛 り 込むよ 引こ致してお り ます。 こ こ の取 り ま と めは、 院

内の体制 と 、 それから他方鰯役 と の連携に分けて取 り ま と めてお り ます。

それでは、 ( 1 ) でございます。 院内の診療体制について。 ①周産期母子医療セン

ターの事例です。 い く つかご紹介する よ う な形で進め させて頂き ます。

1 つ 目 の○に記載されているのは、 院内の連携がよ く 、 素早 く 児を娩出できた事

例の評価です。

最後の0にな り ますが、 決定から手術開始に時間を要している と 。 それが一般的

ではない と評価されている も のがあ り ます。

②周産期母子医療センター指定な しの病院及び滲診療所の評価です。 上から 4 つ 目

の○につき ま しては、 決定から児娩出までの時間が早く 対応できている と評価され

ている事例でございます。

次のページ、 4 ページをおめ く り 下さ い。 2 つ 目 の0です。 2 つ 目 の0につき ま

しては、 術前検査の実施と児娩出までの時間短縮のための検査省略について問題提

起されている評価が されてお り ます。

続き ま して (2) です。 他施鶴役 と の連携についてでございます。 ①が周産期母子医

療センターの事例。 こ こでは受け入れ淺決定後の一連の処置が優れている と い う 評価

が されている事例です。

2 番 目 は、 それ以外の病院と診療所の事例でございます。

5 ページ 目 をおめ く り 下さ い。

こ こ の評価につき ま しては、 高次医療機関への搬送を行った事例の評価が主にま

と め られてお り ます。 主なも の と しま しては、 3 つ 目 の○にな り ますが、 分娩機関

医師と適切な連携を図ったために、 迅速な搬送、 手術が可能 と なった と判断されて

いる 。 母体搬送の選択は、 最良の判断であった と考え られる と評価されている も の

があ り ます。
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4) 今後の産科医療向上のために多分女鰡機関が検討すべき事項でございます。

( 1 ) の院内の体制につき ま しては、 周産期母子医療センターにつき ま しては、 主

に記載されているのは、 1 つ 目 の○です。 院内で可能な限 り 時間を短縮する こ と が

望まれる 。 それから 、 それに必要な人員配置が必要である と い う こ と が 2 つ 目 の0

に記載されてお り ます。

②の周産期母子医療センター指定な しの病院と診療所につきま して も 、 似た よ う

な こ と が書いてあ り ますが、 5 つ 目 の0の と こ ろでは、 速やかに搬送する体制を作

る こ と が肝要 とい う こ と が示されてお り ます。

(2) 他施設と の連携についてでございます。

1 つ 目 の0は、 帝王切開に必要な情報を確実に伝えて、 連携を密にする と い う こ

と が記載されてお り ます。

2 つ 目 の0につき ま しては、 緊急を要する場合の地域全体の体制についての内容

が記載されてお り ます。

5) の学会 ･ 職能団体への要望につき ま しては、 そ う いった搬送のシステムづ く り

や産科医の労働環境の調査に関する要望が記載されてお り ます。

6) 国 ･ 地方 自治体への要望も 、 同種の内容が記載してあ り ますので、 省略させて

頂き ます。

8 ページに移 り ます。

2番 目 、 帝王切開に必要な情報に関する現況でございます。 先ほ ども 申 し上げま

したが、 帝王切開の実施にあたっては判断が と て も大事ですけれども 、 今回は時間

の短団結に視点を向けている と い う こ と を前段で述べてお り ます。

1 ) につき ま しては、 帝王切開を実施する施鶴毀 と帝王切関率について。

2) は帝王切開術に関する時間につき ま して、 日 医総研のワーキングペーパーの調

査結果がございますので、 それをご紹介致してお り ます。

3) 周産期医療の体制について簡単にご説明 させて頂いてお り ま して、 9 ページ 目
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の最後の四角ですが、 こ ち らに総合周産期母子医療センター と 地域周産期医療セン

ターはど う い う施鑓役なのか と を説明する よ う な内容をお示し してお り ます。

1 0ページでございます。

3 . 再発防止および産科医療の質の向上に向けてでございます。 上から 3 段落 目

までは、 これまでの内容をサマライ ズしたよ う な形で記載致してお り ま して、 最後

の段落のでございますが、 帝王切開決定から児娩出までの時間をも って診療体制に

ついて特定の こ と ば言えませんけれども 、 分娩機関を初め、 学会 ･ 職能団体、 国 ･

地方自治体へ向けての産科医療の体制の改善に資する と い う こ と か ら取 り ま と めて

お り ます。

1 ) は施偏設管理者および産科医療関係者に対する提言でございます。 今回は診療体

制の提言を してお り ますので、 施鑓段管理者を加えてお り ます。

①周産期母子医療センターです。 こ ち ら るこは帝王切開術が必要な場合に迅速に手

術が行える よ う な人員配置について記載してお り ます。

②は、 妊産婦の搬送を受け入れる場合は、 搬送元の分娩機関から あ らかじめ必要

な情報を収集し、 帝王切開が必要な場合は、 可能な限 り 時間を短縮でき る よ う に準

備を行 う と い う こ と を記載してお り ます。

(2) 病院 ･ 診療所でございます。 これも時間短縮のために院内の体制を見直しま

し ょ う と い う こ と が①でございます。

②にスムーズに搬送が行える よ う に体制を見直しま し ょ う と い う こ と を記載致し

てお り ます。

2) 学会 ･ 職能団体に対する要望につき ま しては、 妊産婦が高次の医療機関にスム

ーズに確実に搬送される よ う なシステムを作 り 、 それか ら高次医療機関、 一次医療

機関 と行政と の間に検討を要望する と い う こ と を記載致してお り ます。

3) 国 ･ 地方自治体に対する要望です。 これは先ほどの内容を要望する よ う な形で

記載致してお り ます。 以上でございます。
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○池ノ上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 それでは、 只今の説明につき ま

して質問、 あ るいはご意見があ り ま した ら ど う ぞお願い致します。

○勝村委員 8 ページの帝王切開率のデータですけれども 、 これは何を も と をこ 、 社

会保険ですか、 医療方鶴投調査ですか。

○事務局 (森脇) 医療施設調査です。

○勝村委員 医療施癲段調査、 自 己申告のほ う ですか。

○事務局 燐"脇) 自 己申告 と い う か、 厚労省で出 している 。

○勝村委員 厚労省が社会保険の診療行為別調査と 医療施鑄役調査で 2種類も ってい

て、 全く 違 う 率が出ていて、 厚労省の人に聞 く と 、 片一方は 自 己申告だし、 片一方

はサンプル数が少ないので、 どっ ちが正しいかよ く 分か らない と言われたこ と があ

るんですけれども 、 何かまたそれと は別の正確なデータであるわけではないわけで

すれ ‐ ~ "

○事務局 (森脇) そ う ですれ はい。 医療施篩投調査です。

○勝村委員 医療方鑄段調査だと 、 緊急帝王切開率がこの う ちの どれぐらいなのかは

分か らないんです黄熟

○事務局 (森脇) 分から ないですね

○勝村委員 診療行為別調査のほ う は、 少 し前か ら緊急帝王切開率を出 し始めて、

それは分か らないんですか。 今、 帝王切開の う ちの緊急帝王切開はどれぐ らいある

か。 ち ょ っ と前までは 4割だったんですけれども 、 そ う い う 率は医会 と か学会で分

かる んで し ょ う か。 なかなか率がはっ き り 分から ないんですまね。 帝王切開率と か、

さ ら るこその中の緊急帝王切開率が どれぐ らいか と い う のが、 厚労省に どれだけ聞い

て も 。 医療施醇役調査なんてい う のは、 無床の診療所が 1 カ月 に30件帝王切開 した と

かい う データが入 り 込んだ り も したこ と がある ら し く て 、 何でそんな間違いが入っ

て く る のか と 聞いた ら 、 自 己申告だか ら 、 書 く 場所を間違えたんだろ う かと か。 も

し何か正確なこ う い う データがあるんだよ と い う のがあれば、 また教えてほ しいな
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と 思ったんですけれども 。

○池ノ 上委員長 どなたかあれですか。 施鶴役の帝王切開率は結構出ているんですけ

れども 、 全体と して と い う のは ど う なんでし ょ う 。

○藤森 員 周産期登録システムの 日 産婦の中のデータ であれば、 あそこ には緊急

と予定で帝王切開を分けて登録していま したから。

ただ、 一般蜷珍療所に関 しては入っていませんので、 いわゆる総合周産期母子医療

センター、 それか ら地域周産期母子医療センターのデータであれば、 緊急と予定の

帝王切開は分けて登録されていますので、 出すこ と は可能だと思います。

○石渡委員長代理 医会のほ う は、 全部の分娩機関から情報は集ま ってき ますけれ

ども 、 分娩数と それか ら帝王切開数、 率は分か り ますが、 その中で緊急か非緊急か

は、 それはち ょ っ と分けていないので分からない と思います。

○勝村委員 医会が把握している帝王切開率と い う のは、 こ の医療施鶴役調査日まるぼ

一致しているんですか。

○石渡委員長代理 ち ょ っ と これは見てみない と 。 今は分か り ません。

○池ノ 上委員長 学会のほ う は高いです裏為 センターがほ と んですから ヌ為

○藤森委員 そ う ですれ 30%後半ぐ らいだった と思います。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ ですから 、 恐 ら く 、 医会の診療所はかな り も っ と低

いんじゃないかと思います。 取 り 扱っている患者さんの リ ス ク が違 う と い う こ と も

あ る ので。

他には。

○岩下委員 再発防止 と い う こ と で、 1 0ページにあ り ますけれども 、 周産期母子医

療セ汐‐で帝王切開繃必要な船･‘は、 概綱、 迅速“手術や対応が可能,
なる と書いてあ り ますが、 これは先ほど来出ていますよ う に、 緊急、 準緊急、 それ

から予定、 い く つかシチュエーシ ョ ンがある ので、 よ く 言われる グ レー ドA、 超緊

急、 帝王切開の船皿鬮ですけれどもそ う でない船、 今 ･ 中の帝王切開･ 数
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時間以内での帝王切開な ど、 大抵の方鶴役が帝王切開の緊急性々こついてA ･ B ･ C な

り 1 ･ 2 ･ 3 な り 、 分けてい ら っ しゃ る と思 う んですれ だから 、 非常に緊急性の

高, 、帝王切開“基量襲い劾か渇思 う ん“が、 何でもかんでも鬮と
い う のは、 なかなか手術室 と の関係も あって難しいん じゃないかと思います。

それから 、 学会 ･ 職能団体に対する要望で、 高次医療機関にスムーズに確実に搬

送される よ う なシステムづ く り と あ るんですが、 む しろ 、 これは行政主体じゃない

と難しいと思います。 三次施設 と その近隣の二次、 一次施騙役 と の間の連携と い う こ

と は施錦没の努力で可能ですが、 よ り 広い と こ ろ と なる と 、 行政が中心になって、 東

京都の場合はそ う い う のをやっていますけれども 、 そ こ に各医療機関が入っていっ

てシステムづ く り をする と い う こ と で、 学会 と か職能団体と いって も なかなか難し

いんじゃないかと思いま した。 意見を述べさせて頂き ま した。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 今、 国 ･ 地方 自治体と 、 そ う い う

と こ ろ と 、 それから実際に仕事をする学会 ･ 医会のメ ンバー と で総合的に作ってい

く と い う こ と で、 やは り 行政が全く 動かない と ど う し よ う も ない。 特にキー 地方だと

そ う い う こ と が、 都道府県、 県あた り が対応する こ と になるであろ う と 。

○ 田村委員 今ご説明があ り ま した国 ･ 地方 自治体に対する要望の と こ ろで、 でき

ま した ら入れて頂きたいこ と があ り ます。 救急搬送は原則的には都道府県単位で行

われていますけれども 、 こ う い う 緊急の帝王切開が必要と い う よ う な患者さ んに関

しては、 県をまたがる広域搬送を国も支援する し、 それぞれの地方自治体もそれに

協力する と い う こ と を 3番 目 の要望と してぜひ入れて頂きたい と思います。 例えば

東京都は12カ所の総合周産期センターがあ り ますが、 埼玉県は東京の人口 の約半分

に対して総合周産期センターは埼玉医科大学総合医療センター 1 箇所だけです。 だ

から 、 東京都に近いあた り の患者さ んは、 埼玉医科大学総合医療センターへ搬送す

る よ り は東京都内の総合周産期母子医療センターに運んだほ う がずっ と早く 搬送出

来ます。 都道府県を超える搬送、 広域搬送について国も指導する し各都道府県もお
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互い連携する と い う こ と を、 ぜひこの再発防止委員会か ら も提言して頂きたいと思

います。

○石渡委員長代理 今のご意見に全く 賛成です。

茨城県も 6 %は県外に搬送されているんですれ 今はヘ リ で搬送される事例はそ

う 多 く はないですけれども 、 本当 に数えるほ ど しかないですけれども 、 やは り 行政

が一番弱い と こ ろは、 自 分の管轄区域だけはものすご く 一生懸論ずやるんだけれども 、

それを越えて しま う と 関心がな く なって しま って 、 都道府県の間での交流と い う の

は必要だと思いますし、 やっぱ り 広域的な対応が先生が言われたよ う に必要だと思

います。 特に県境に住んでいる方と かね

○板橋委員 先ほ ど言えばよかったのかも しれませんが、 いわゆる スーパーハイ リ

ス ク救急のよ う な具体例を も し挙げる な らば、 こ う い う 提言の中に ｢な どのよ う

な｣ みたいなのが入る ほ う が、 よ り 具体的に見えて く る のではないかな と 思いま し

た。

それから 、 8 ページの周産期医療の体制の と こ ろの ｢未熟児出生の増加に伴い｣

と い う こ と はち ょ っ と抵抗がある と い う か、 何を指している のかがよ く 分から ない

ので、 ｢早産児｣ ない しは ｢低出生体重児｣ な り の言葉のほ う が よ ろ しいん じゃな

いかな と と思いま した。

○池ノ 上委員長 早産児。

○板橋委員 早産児でよ ろ しいで し ょ う か。

○ 田村委員 早産児 と い う よ り 、 やっぱ り 低出生体重児で し ょ う かね 厳密に言え

ば。

○板橋委員 F GR も入れるのであれば、 も しかした ら低出生体重児のほ う が よ ろ

しいかと 思います。

○上田理事 8 ページは、 厚労省の通知から引用 していますので、 改めて も う 一度

チェ ッ ク します。
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○事務局 (森脇) 厚労省の通知 と いいますか、 事業要綱か ら抜粋してきているん

ですけれども 、 も っ と適切な表現があった ら 、 そっ ちのほ う がよ ろ しいか と思いま

す。

○池ノ 上委員長 本当は、 ハイ リ ス ク新生児が出生するチャ ンスが増えてきた と い

う こ と なんです霞為 胎内死亡 じゃな く て、 新生児サバイバルを 目指 してそ う い う

ハイ リ ス ク のお子さん方の出産が増えてきている 。 だから 、 そ う い う お子さ んが増

えている と い う のが実態だろ う と 思 う んです。

広域搬送は、 地方に行きますと道路の整備状況と か、 山 と か海 と か色々 な ものが

あ り ま して、 行政範囲だけでは到底対応でき ないんですれ ですから 、 隣の都道府

県の周産期センターに運霞ぶ と い う よ う な こ と が頻繁に行われてお り ます。 でも 、 行

政の担当者の方たちは、 いつも心苦しい思いを しなが ら他府県にお願いをする と い

う こ と が続いているので、 せめて こ う いった医療の体制の中で、 必ずしも行政区域

に と らわれない医療区域みたいな概念が も っ と広がる と非常に助かる と い う こ 強ここ

な る ん じゃないかと思います。

他にいかがでし ょ う か。

○岩下委員 今の広域搬送の件は、 学会の周産期委員会の海野委員長が前から広域

搬送と い う こ と を言っていて、 今、 東京 ･ 埼玉、 それから東京 ･ 神奈川間、 実際砦テ

政間のタイ ア ップが始まった と 聞いてお り ます。 他の他府県は分からないですけれ

ども 。 だから 、 学会 と しても必要性を認めて、 それを行政と交渉している と い う 段

階だ と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 色々 な と こ ろでそ う い う こ と が広がって

いって、 よ り 具体的な動きが出て く る と いい と思います。 鹿児島県の離島の南のほ

う は、 よ っ ぽど沖縄が近いですれ ですから 、 沖縄のほ う "こ運んで頂いている と い

う 現実も あ り ます し、 そ う いった と こ ろがフ リ ーに動けばいいと思います。

○事務局 (森脇) 調べた と こ ろですと 、 広域搬送について行っている都道府県は、
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近畿のほ う るこあ り ま して 、 近畿は近畿と それからその周辺の福井県 と かまで含めた

広域搬送を行っている行政があ り ます。

それから 、 九州のほ う は、 沖縄を含めた広域搬送があ り ます。

○池ノ 上委員長 そ う いった と こ ろ も併せて この緊急帝王切開 と か母体救急と か、

それから さ っ き板橋委員がおっ しゃいま した、 スーパーハイ リ ス ク の患者さんに対

する対応と かも あ り ます。 全国の大学の周産母子センター長会議と い う のがあるん

ですけれども 、 ど う も こ の周産期医療になる と 大学が置いてけぼ り を食っていてあ

ま り いい割こ遭っていない。 しかし、 本当の意味のスーパーハイ リ ス ク は、 その地

域、 地域で、 やっぱ り 大学が重要な役割を果た しているので、 そ こ に も何らかの温

かい支援があっていいん じゃないか と い う のが周産母子センター長会議で出てお り

ま して、 それもまた今後の問題だと思 う んですれ 例えばものすごいハイ リ ス ク の

患者さんを色々 な科が運動 してや らなければいけないよ う な母体のハイ リ ス ク 、 そ

れか ら新生児のハイ リ ス ク については、 また次のステージが大き な問題になって く

る ん じゃないかと 思います。

他にはいかがでし ょ う か。

○川端委員 6 ~ 7ページあた り に、 マンパワーの確保について少 し述べられてい

ますけれども 、 内容を見ますと 、 例えば 6 ページの5) の四角の枠の中の下に、 ｢産

科診療所医師の労働環境について調査を行い、 その実態を明 らかにする こ と が望ま

れる ｣ と か、 それからその次の 7ページの上も ｢配置する よ う に努める こ と が望ま

れる ｣ 。 それから 、 その下の四角の と こ ろの一番下の と こ ろですれ ｢具体的な方

策を検討する こ と が望まれる ｣ 。 これは実施と結びつかないんですれ 何か、 調べ

ろ 、 調べる と言っているだけで、 要する に、 そ う い う のを検討して、 例えばち ょ っ

と小児科医を持ち上げますと 、 分娩に立ち会 う よ う な小児科医がいる よ う な、 そ う

い う 体制を作った ら点数な り イ可かち ょ っ と 上げる よ と い う よ う な こ と と か、 何か具

体的な政策 ･ 施策に結びつ く よ う な表現の方法に して頂きたい と い う 要望です。
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○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 我々 は、 こ う い う 周産期分野のこ と しか

よ く 分から ないんですけれども 、 他領域は結構そ う い う と こ ろが積極的に働きかけ

られていて、 医療行政の中で、 保罷費行政の中で高い点数が取 られている と こ ろ も あ

る よ う に思 う んですれ 今、 ま 割こ川端委員がおっ しゃったよ う な、 人員配置と い

う こ と みこ絡む、 結局はそ こにまた色々 な財政的な問題が絡んでいる と 。 じや あ、 そ

れを ど う 担保して持って く るか、 それで体制を作るか、 そ こが も う 1 つ十分成熟し

ていない と こ ろが問題なので、 マンパワーの確保オールモース トイ コール財源の確

保と い う こ と るこつながる 。 そ う いった と こ ろが よ り 具体的な提言ができていかない

と 思います。

○川端委員 今、 おっ しゃ ったこ と の追加ですけれども 、 要するに、 人がいる と い

う こ と が診療のス ピー ドア ップにつながるんですね それが、 やる気が出る と い う

こ と に繋が り ます。 と い う と こ ろで、 ぜひ具体的な表現に変えて頂きたい と 思いま

す。 - % {

○ 田村委員 川端委員のほ う か ら小児禾羽則にエールを送って頂きま したので、 ÷ 言

追加 させて下さい。 我々新生児医は 日 常的に行っている こ と ですけれども 、 地域の

産科施髓投で赤ちゃんが仮死で生まれた と い う 場合には、 周産期センターの小児科医

が駆け付けた う えで蘇生してから搬送して連れて帰 り ます。 要請されれば、 周産期

センターの小児科医が初めから地域の産科施篩役に出かけてハイ リ ス ク分娩の立ち会

いをする。 それに対する診療報酬 と い う のは非常に低く て、 ど こ の新生児料も全部

持ち出しです。 ですから 、 自分の と こ ろでN I CU車を持っている よ う な周産期セ

ンターは、 搬送出動 1 件当た り “こ換算 して、 10万円 ぐ らいの持ち出 しにな り ます。

人件費だけでも医者と看護師と運墜転手さ んだけでも大変な持ち出しですけれども 、

いまだにそれに対する診療報酬は非常に低く て、 経営の立場か らは どこ も積極的に

はや り た く ない。 だけ ど、 実際は、 こ う い う 緊急時には全国の周産期センターの新

生児科医がボラ ンテ ィ アベースで分娩立ち会いに行って、 仮死の場合はそこで蘇生
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して病院に連れて帰る と い う こ と をやっているわけです。 ぜひそ う い う 時には、 そ

れに見合 う だけの診療報酬をちゃん とつけるべきだ と い う こ と を、 積極的に提言し

て頂ける と 、 厚労省のほ う も前向き に検討して頂けるん じゃないかと思いますので、

よ ろ し く お願い します。

○勝村委員 ち ょ っ と前まで中医協の委員を していたので、 私は 3 回の改定に関わ

り ま したけれども 、 全てハイ リ ス ク の産科と新生児は 3 回の改定と もその範囲の全

体の合計量と してはプラスになっていき ま した し、 それを一生懸輸ず言ったのは僕 ら

患者側で、 医療側ではなかったから 、 僕は非常に頑張った と い う 印象を持っていま

す。

それでも 、 その際には色々 な医師の先生方のお話も聞いて、 だけ ど、 全然よ く な

っ た よ う に感じ られないの も も っ と もだと思っていて、 も っ と僕 らは ドラステ ィ ッ

ク にハイ リ ス ク の産科や新生児科へ回すべきだ と い う こ と だけれども 、 やっぱ り そ

の分どこか別の診療報酬が減らなき やいけないので、 ドラ ステ ィ ッ ク にできなかっ

たか ら焼け石に水のよ う に感 じ られる面もあるか と思 う んですけれども 、 方向性は

そ う い う 方向になっている と思います。 特に こ の産科医療補償制度が始ま る と き に、

こ の制度に加入しない と診療報酬で損を しますよみたいな こ と を中医協でやったわ

けですよ メa それでこの制度の加入率が さ ら に ぐん と上がったのかも しれない。 他

の要因 も あるかも しれない。 だか ら 、 中医協に対して 、 こ こ の機構が働きかけたこ

と は事実あったんだし、 実際、 提楚供体制 と い う のはすご く 大事なこ と ですか ら 、 こ

う い う 事故の原因分析を していて、 再発防止のために これが大事なんだと こ この機

構から 中医協に言ってい く と い う こ と は、 すご く 大事だと思います。 僕は本当に言

っていってほ しいなと思います。 国への要望と い う抽象的な もの じゃな く て、 具体

的に こ う い う 場合にこ う い う診療報酬が上がる よ う な手立てが必要だと い う 書き方 .

はすべき だと思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 保険診療上の管理加算料と かが算定され
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る よ 効こな る と 、 病院長初め事務部長さ んたちはそっ ちに 目 が行って 、 一生懸諭す何

と かその体制を病院の中に作ろ う と い う 、 も のすごいモチベーシ ョ ンになるんです

れ ですか ら 、 やは り保険診療上の位置づけ と い う のは非常に重要ですし、 あ る意

味ではそれが ものすご く 大き なパワーになるんだろ う と 思われます。 色々 な特定加

算が保険診療の中でこれまで行われて、 どん どんそ う い う のが広がっていますけれ

ども 、 やは り その中で病院その ものが注目 を浴びる と 、 今、 田村委員がおっ しゃっ

たよ う るこ 、 ハイ リ ス ク新生児の収容に行った と き の加算 と か、 そ う いったこ と がで

きれば病院の中での体制も整いやすい と い う こ と につながってい く んだと思 う んで

す九

○上田理事 只今の色々 なご指摘については、 国に対する要望と い う こ と で、 1 1ペ

ージに どのよ う る こ記載するかが課題と思います。

も う 1 つの課題は、 10ページにあ り ますよ う に、 産科医療関係者に帝王切開術決

定から児の娩出までの時間を短縮する こ と について、 どのよ う に提言するかです。

今回は、 医療関係者だけではな く て、 施癲投管理者に対して提言する こ と が重要であ ｣

り ますので、 施篩没管理者および産科医療関係者に対する提言と して、 10ページの1)

に記載してお り ます。

こ の記載については、 事務局 と してはこの程度でいいのか、 も う 少 し具体的な記

載が必要ではないのかと思いなが ら 、 やや総論的になってお り ます。 ですから 、 各

委員から 、 も う 少 し具体的な提言についてご意見を頂 く と あ り がたいと思ってお り

ます。

○勝村委員 ま さ に今思ったんですけれども 、 こ の中でその医療機関が同 じよ う な

帝王切開を も う 1 回や られた ら困る な と 。 すご く 時間がかか り 過ぎている と い う と

こ ろがも しあった ら 、 一方で非常に熱心にや られている先生ほ ど、 帝王切開の時間

を短団結する と か、 早剥に ど う 対処するかと い う と こ ろは、 かな り ハイ レベルですご

く 先生方気にかけているだけに、 ついついそ う い う 問題に行って しま う と思 う んで
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すけれども 、 一番簡単に再発防止でき るのは、 その レベルに達していないのではな

いか と 。 も う ち ょ っ と き ちっ と努力 して下さいよ と い う 部分がい く つかある と 思 う

ので、 そのこ と は一生懸諭すやっていても ど う しても あ り得る と い う 話と は一線を引

いて、 余 り " こ時間がかかっている と い う こ と が今後の事例の中にだんだん出て こ な

く なる よ う な、 そ う い う 書き方と い う も のを適切に指摘しておいてほ しいな と い う

気が します。

○ 田村委員 上田理事のおっ しゃ る こ と “こ関 してですけ ど、 3 番の と こ ろで、 具体

的に先ほどの分娩立ち会い と い う こ と み こ関 して言いますと 、 実際問題、 緊急帝王切

開をやろ う と 思ったのに、 他院から立ち会 う 小児科医が来る まで待っていて帝王切

開が遅れた と い う 事例まで具体的にあるわけですから 。

それから も う 1 つ、 こ こで行政の方に申 し上げておきたいのは、 普通の救急車に

よ る搬送は救急隊員がやっているわけですれ ドク ターヘ リ だけは ドク ターも 同乗

していますけれども 。 赤ちゃんの分娩立ち会い と い う のは、 自 分の病院じゃない施

設に他の病院の医者が看護師さ んを連れて、 多 く の場合は 自分の と こ ろのお抱えの

運璽転手さ んに救急車を運菫転させてそ こ まで行って、 それでお産に立ち会った り 、 も

し く はそこで生まれた仮死の赤ちゃんを蘇生して連れて帰って く る わけですよ。 こ

んなサービス をやっている部分と い う のは、 今の医療の中ではほ と んどないです。

ですから 、 普通の救急搬送と は違 う わけなので、 そ う い う 意味で、 例えば3) 国 ･ 地

方自治体に対する要望の と こ ろの 、 さ っ き広域搬送を (3) でお願い しま したか ら 、

(4) と して緊急帝王切開な どのハイ リ ス ク分娩に対する小児科医の立ち会いや新生

児搬送に対する積極的な支援を国や地方自治体が検討すべきだ と い う ふ う に書いて

頂ければ、 こ の再発防止委員会の提言と して妥当ではないかな と思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 ま さ にそれが色々 な保険診療上に

付加 されて く る と い う と こ ろに行く と 、 非常にその体制が急速に広がるん じゃない

かと い う ふ う に思われる と こ ろが多いと思います。 保険診療は保険診療、 中医協の
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委員を してお られた勝村委員なんかはよ く お分か り だと思いますけれども 、 なかな

かそれが う ま く いかない と い う 部分もあるかも しれませんけれども 、 でも 、 こ の再

発防止委員会 と してはそ う いった こ と をぜひ検討してほ しい と い う よ う な意見は提

言と して出 してい く 必要があるだろ う と 思います。

それか ら 、 さ っ き岩下委員がおっ しゃ ったこの帝王切開術が必要な場合と い う の

は、 緊急帝王切開術と い う こ と をき ちっ と言っておかない と混乱が起こ る と い う こ

と で、 こ こ はそ う ですれ

他には どなたか。

○帳本委員 これは統計のマジッ ク と い う か、 も ちろん分か り やす く するために、

決定から娩出までに絞ったのは、 それはそれで理解でき るんですけ ど、 ただ、 そ う

する と 、 決定が遅れれば遅れる ほど時間が短く なる と い う か、 そ う い う 逆の効果も

ある ので、 これは一緒に、 例え “湖醤油麻痺の原因が何であって 、 その原因 と な る異

常が発生 した時間から娩出まで と い う の も参考数字と して入れてお く べきだと 思い

ます。

伊蝋、 資料 , の塔, の蛇 , の鬮圈なんかは、 これは非篇‘私の印象‘為
ているんですけ ど、 こ の診療所では 1 年間全然帝王切開の経験がなかったんです。

結局･ 搬送後“すぐ生まれているので、 決定か ら娩出ま“彊しかかかっていない
ケースになっているんですけれども 、 実際には、 臍帯脱出が起こ ってからすごい時

間がかかっているんですよ。 その家族からの感想の と こ ろに、 ｢帝王切開でき ない

んだった ら早めに教えてほ しかった｣ と い う ふ う に書いてあった事例です。

こ う い う こ と もやは り 、 総合的に産科医療を レベルア ップする と い う 観点からい

う と 、 これを鬮の事例に し‘ しま う と藤防止に繋が らない気がするので･ も ち
ろん、 統計処理するために決定か ら娩出まで と い う ふ う に絞ったこ と をこついては、

僕は賛成ですけれども 、 同時にこのケース と か、 あ と 下の 7番、 のケースな

‘細んか量鬮と なっているんだけれども 、 救急車を呼ぶまでに かかってい
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る と い う よ う なケースは、 それでは不十分なのです。

異常が起こ ってから と い う の も参考に入れて、 その異常も色々 あ り ます寿蘂 胎

児心拍の低下 と い う よ う なケース と 、 臍帯脱出 と い う と んでもない と い う ケース と 、

別の考え方も必要なので、 異常が起こ った時間か ら娩出までの時間 も 、 参考までに

入れたほ う が 、 再発防止 と い う観点からはいい と思います。 誰かを と っ ちめ る と か

そ う い う意味じゃな く て 、 糸緋響こ再発防止の考え方と して。

○上田理事 最初、 説明の際にお話し したんですけれども 、 1 0ページの第 3 フ レー

ズ、 迅速かつ適確に緊急帝王切開術を施行するためには、 決定の判断、 決定か ら実

施までの迅速性、 それから適切な手技等が重要であ り ますので、 それら全てについ

て評価が必要です。

ただ、 今、 ご指摘があ り ま したよ う 々こ 、 決定の判断を評価するにあたっては、 モ

ニターの判断と かその辺の整理を行 う 必要があ り ます。 モニターの判断の評価は難

しいですが、 一方、 決定か ら実施に関 してはデータがあ り ますので、 後半の部分か

ら取 り 組みま した。 確かに決定の と こ ろが重要ですので、 その評価は今後の重要な

課題だと 思います。

ですから 、 誤解がないよ う に、 その辺の考え方をき ちん と整理しな く てはいけな

い と思って、 今回ま と めま した。

○隈本委員 それについてはその通 り だ と思います。 例えば、 原因分析報告書で言

う と 、 こ こ で本当はやるべきかど う か、 これは レベル 3 か 4 か 5 かみたいな こ と で、

賛否両論に分かれるみたいなものがた く さ んあ り ますので、 これは統計的に と い う

か、 数量的な分析は不可能だと思います。

ただし、 余 り に硬直的に、 決定か ら何と かだけ と い う 数字だと 、 本当に本質を見

誤る危険性がある のです。 も ちろん、 ある一面か ら整理する と い う 考え方は賛成で

す。 それブラス 、 同 じ一覧表の中に、 異常の性質と 、 それが起きてから娩出までの

時間 と い う データ をつけ加えてお く と いいのではないでし ょ う か。 そ う する と 、 実
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際、 本当は速 く ないよ と い う も のが速そ う るこ見える 。 ま さ みこ こ の 2番なんてい う の

は、 圓で娩出一で すご･ ･短時間のよ う なんだけれども ･ 実際こは月齊帯脱出 して
からすごい時間がかかっています寿為 だか ら 、 そ う い う こ と だ と 思 う んです裏為

再発防止のためには、 そ う い う情報を入れて頂ければいいんです。 要するに、 整理

の仕方は間違っている と “沈思いません。 決定から娩出までの時間で整理する。 そ し

てこれを も っ と早め よ う と い う 方向に持ってい く と い う こ と るこついては大賛成です。

しかし、 同時に、 異常の性質と異常が発生してから娩出までの時間 も 、 参考資料と

してぜひこの中に入れておいて頂きたい と思います。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 臍帯脱出みたいに、 急がない と いけない と い う のがはっ

き り している と い う のは、 はっ き り でき る と 思 う んですれ

あ と 、 今、 上田理事が言われたよ う るこ 、 モニターの所見ど う かな と 、 一生懸命考

えていた間に 1 時間たっ ちやった と かと い う のは、 それはそのよ う にちゃん と 取り

扱 う と 。

○帳本委員 あ と 、 経醐室分娩をずっ と ト ライ した後、 最後断念して帝王切開と い う

よ う なケース 、 それなんかは、 断念した瞬間がその決定時期になって しまいます。

実際には経劃室分娩を 目指 して時間をかけ過ぎたんじゃないかみたいな医学的評価を

されているのも あるので、 数字 整理する こ と については、 決定か らでいいんだけ

れども 、 それ以外の要素も ちゃん と入れた、 も っ と 重層的な統計に して頂いたほ う

が本質が見えて く るん じゃないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいですか。 あま り き ち っ と した ものでな く て 、 そ こ に医師

の判断、 医療的に判断がなかなか難しかったんじゃないかな と 思われる ものは、 そ

れはそ う い う ふ う にする と 。

○隈本委員 外して頂きたい。

○池ノ 上委員長 明 らかに臍帯脱出 と かい う よ う な も のは、 も う それででき る と い

う 、 そ う い う こ と じゃないですか。
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○事務局 (森脇) はっ き り と 分かったものについてはお調べして、 一応提示 させ

て頂いて、 また委員長のほ う でご覧頂いて、 そ こ で判断頂ける と 。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ そこ ら辺、 分類を しなが らやってい く と い う こ と で。
　

田本委員 せいぜい圏鬮ですか ら 、 そんな難しいこ と ではないと思 う んですよね。

だか ら 、 曖昧なものは外しておいて、 例えばこ の番号で言えば 2番 と 7 番は明 らか

に全然すばや く 分娩できた と い う感 じでもないので、 その辺何か う ま く 、 一覧表を

見て も分かる よ う をこ して頂いたほ う がいい と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがでし ょ う か。

○魚苗澤委員 今の隈本委員の意見に対してなんですけれども 、 中には本当に難し く 、

判断に悩ま しい事例があって、 そ う い う ものには時間がかかるのだと い う こ と を分

かる こ と も こ の報告書の 1 つの意義なのだと思います。 ど う い う ま と め方になるの

か分か り ませんが、 そ う い う 時間がかかった ものを抜く のではな く て、 そ う い う も

のがある のな らば、 そ う い う も のがお産なのだと い う こ と を分かる よ う な書き方も

工夫して頂いていいのではないかと 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他はいかがでし ょ う か。

○岩下委員 今、 先生が言われたこ と ですけれども 、 発生から帝王切開で娩出する

までの時間 と い う のは、 常f胡台盤早期剥離ではなかなか難しいと思 う ので、 一次施

設で ドク ターが、 これは帝王切開 と い う こ と では高次施編没に送っているわけです。

そ こで帝王切開 と い う判断はされている と思 う ので、 そ う い う 例について、 搬送の

問題も含めて、 発生 と い う よ り ドク ターが診断、 帝王切開 と決めた時点から搬送も

含めて最終的に児が娩出 した時間までと い う ほ う が、 よ り 分か り やすいデータ と な

る ので、 そ こ の と こ ろ も時間を出 して頂ければと思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 なるべ く そ う い う と こ ろは具体的にみん

ながイ メ ージでき る よ う な、 そ う い う 情報が発信できればいい と思います。 あ り が

と う ございま した。
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○勝村委員 診療所か ら転送美する と い う こ と と か、 何よ り も過去にあった事例から

色々 と思 う こ と は、 帝王切開の決断の遅れの問題です。 特に子宮破裂が決断のき っ

かけだ と した ら 、 やっ ぱ り 決断が遅いんじゃないか と い う こ と るこな り ますので、 決

断してか ら何分でした と い う 形だけでは、 ち ょ っ と 足 らない。 その足 らない部分は

どこかでやっ ぱ り この委員会と してはフォ ロー しなき やいけない し、 必ずフォ ロ ー

でき る と 思います。

ただ、 今回は、 決断か ら帝切まで と い う こ と なんですけれども 、 そ こで運ばれて

から と い う よ り も 、 運軍ぶ と決めてからの こ と なんかはこ っ ちのカテ ゴ リ ーに入れて

考えるべき なん じゃないでし ょ う か。

それか ら 、 またち ょ っ と違 う 話ですけれども 、 お願いですけれども 、 こ の表に 、

やっぱ り さ っ き と 一緒で、 子宮収縮薬を使っている 力堵吏っていないかを書いてほ し

いな と思 う んですけれども 。 それが最終的な この報告書に載る載 ら ないは別に しで･

緊急帝王切開 と の関係で、 いちいち元に戻れば分かるのかも しれませんけれども 、

できればち ょ っ と 出 しておいてほ しい。

つま り 、 緊急帝王切開で終わる子宮収縮薬の使用 と い う のはでき るだけな く なっ

たほ う がいいと思っている と い う こ と と 、 さ っ き の話ですけれども 、 イ ギ リ ス の添

付文書なんかでは、 子宮収縮薬の副作用に早剥も書いてある と か と い う こ と も あっ

た り する ので、 やっぱ り 早剥の リ ス ク要因の高い人には慎重に投与なのかも しれな

い面も ある と思 う ので、 子宮収縮薬も今回一応テーマになっているので、 それもで

きた らお願い したいと思います。

○石渡委員長代理 その取 り 扱いは非常に難しい面がある と思 う んですけれども 、

逆に言 う と 、 子宮収縮薬を使ったこ と が原因になって と い う ふ う な受け取られ方も

するんです長ほ 目 に入って く る瞬間的な印象と い う のは。 実際、 子宮収縮薬が例

えば過強陣痛を起こ してなってきた と かそ う い う こ と が分かっているのな らいいけ

れども 、 ただ使った力堵吏わないか と い う こ と を入れる こ と は、 私は意味がない と思
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う し 、 それはかえって誤解を招 く こ と るこつながる のではないかと 思いますけれども。

○勝村委員 誤解を招いてはいけない と僕も思 う んですけれども 、 こ の資料 3 みた

いなやつは、 一応報告書にすぐそのま ま載る予定ではないです黄熟

○事務局 (森脇) 予定ではないです。

○勝村委員 こ この非公開の会議の資料です表為

o事務局 (森脇) 勝村委員“ ご要望はこの鬮“ついてオ,シ , 'を使一博
例があった ら教えてほ しい と い う こ と ですれ

○勝村委員 報告書に載せる載せないは別に して、 僕な り るこ安心でき る な と い う 結

果になるかも しれない し、 ち ょ っ と危ないん じゃないか と 思 う かも しれない し、 そ

う い う こ と はまだわか り ませんか ら 、 それをそのまますぐに公開する と い う 話では

な しに、 やっぱ り公開するか否かはき ちん と皆さんの合意の下でと ,思います。 なの

で、 データ と していちいち 自分で抜き 出せばいいこ と なのかも しれないんですけれ

ども 。

○池ノ 上委員長 まずは、 こ こ で検討するための基礎資料と して出 して頂く と い う

よ う な こ と で、 それが非常に関わっているか関わっていないかと い う こ と は、 また

議論頂 く と い う こ と もこ致 しま し ょ う か。 よ ろ しいですか。

○魚冨澤委員 2 点あって、 まず L点 目 。

私、 ち ょ っ と こ の資料で歯がゆかったのは、 なぜこ こで時間がかかったのか、 も

し く はかか ら なかったのかと い う 、 それぞれの個々 の事情が必ずしも こ の中か ら読

みきれないこ と だったんですれ

も ちろん、 い く つかの ものについてはそ う いった記載を意識的に多分満た して く

ださ っている と こ ろがある と思 う んですが、 できればそれぞれの分析報告書からの

引用の と こ ろに、 そ う いったこ と が分かる よ う な と こ ろを意識して入れて頂 く と 、

その後の提言に、 委員長が何度も言って く ださ っている よ う もこ 、 臨場感あふれる提

言につながっていけるのではないかと思 う ので、 ぜひお願い したいと思います。 詳
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し く 書き過ぎる と個別具体的になって しま う も のがある のかも しれませんが、 読む

ほ う と しては、 じやあ どこ を ど う する と短く する こ と ができ る のか、 具体的に現場

で、 それか ら広い視点で考えてい く こ と ができ る ので、 そ こ の と こ ろ をお願いを し

たい と 思いま した。

それか ら ち ょ っ と確認させて頂きたいのですが、 2 点 目 になる のですけれども 、

日 医総研ワーキングペーパーで、 いま議論になっている時間の起点はどこになって

いるんですか。

○事務局 (森脇) 起点は 8 ページに記載してお り ますが、 ああ、 書いていないで

すれ すみません。 すみません。 書いていませんでした。 申 し訳あ り ません。

○魚冨澤委員 参考にするのであればどこ を起点に しているのかを書いて頂かない と 、

ち ょ っ と誤解を招 く と こ ろがある と 思 う ので、 そのあた り を書いて頂きたい と 思い

ます。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 も う 大分色々 なご意見を頂き ま し

たけれども 、 他にはいかがでし ょ う か。 よ ろ しいで し ょ う か。

も し よ ければ、 その他で、 参考資料について説明をお願い致します。

2 ) その他

○事務局 (原) 参考資料 1 ~ 4 "こつき ま しては、 これまで委員の先生方から ご要

望のあ り ま したデータ をま と めたものにな り ます。

まず、 参考 1 の資料にな り ます。 子宮内感染に関するデータでございます。 こ ち

ら につき ま しては、 以前、 岩下委員よ り 子宮内感染の事例が一定数ある と い う こ と

で、 いずれ分析でき る よ う にデータ を蓄積してはど う か と い う ご意見がございま し

た。

これま“の圓鬮の中か ら 、 子宮内感染の事圏圏について-覧化してお り ま
す。 データの項 目 るこつき ま しては、 こ の上段の臍帯動脈緬LのpH値まで15項 目 につい
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て拾い出 しを してお り ます。

続き ま して、 次の参考 2 にな り ます。 こ ち ら みこつき ま しては、 以前、 田村委員か

ら ご意見を頂き ま した10分後アプガース コ アに関するデータ にな り ます。 これまで
　　　　　 　　　

の の原因分析報告書で、 10分後のス コ アが記載されている も のはこ ち らの資料

“通 り鬮と な り ますo
ただし、 これまで原因分析報告書では、 基本的に 主分後 と 5 分後についてカルテ

か ら拾, 、出 しを しておはずので、 ‘ “■鏑塗“た““ルテゆ分後“記載
がないかど う か、 現在、 確認を している と こ ろでございます。

なお、 今後は10分後の記録がある場合については、 原因分析報告書に必ず記載を

してい く よ う に したい と考えてお り ます。

続いて、 . 添付している資料をご覧下さい。 2 枚 目 の資料は、 田村委員か ら ご提供

頂き ま した資料にな り ます。 低体温療法が行える施鏥設の リ ス ト を参考資料と してご

提供頂き ま した。 田村委員から何かございますか。

○田村委員 ゞ これは、 前に川端委員のほ う か ら ご要望があった脳低湿療法を実施出

来る施輻設の一覧表です。 新しい 日本版の新生児蘇生法のガイ ドライ ンでは、 重症の

仮死に対して低体温療法を標準治療と して推奨する こ と みこな り ま した。 それに対し

て じや あ一体どこができ る のか と い う こ と が分からない と 、 開業の産科の先生方が

仮死の赤ちゃんが適応になって も送れな く て困る と い う こ と で全国調査を しま した。

今度の1 1月 12 日 に我々 の厚生労働省科研班会議で新生児仮死の脳低温療法の実施症

例を登録するための研修会を行います。 そ こで全国のN I CUに呼びかけま して 、

脳低温療法を実際にでき る施篩役 と 、 その う ちでそのお名前を公糘そ していい と い う 施

設をチェ ッ ク させて頂いて、 と り あえず 9 月 27 日 の時点で公薄羨 みこ同意して頂いた施

設が この67施鶴役です。 その後も登録事業に参加希望の施鶴役が増えてお り ま して、 今

回の研修会には100施鶴没以上の施篩没が参加されますので、 改めてまた未回答の方錦没

に も呼びかけて、 名前を公法きする こ と しこ同意 して頂ければ早めにお知 らせして 、 こ
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の再発防止委員会やホームページでもオープンに して頂きます と 、 各地で低体温療

法の適応のある重症の仮死の赤ちゃんが発生した と き にク リ ニ ッ ク の先生がすぐ送

る と こ ろを見つけ出すのに役に立つ と思いますので、 お示 し させて頂き ま した。 以

上です。

○事務局 (原) あ り が と う ございま した。

続きま して、 参考 戦こな り ます。 数量的 ･ 疫学的分析につき ま して、 これまでに

録。“鬮を当裁た表にな り ます。 算 回の報告書と全く 同 じ表に件数情
報だ･ナ雄 ' 替をものにな り ます。 和は 中間報告' しこれまで“圏をベ
ースに してお り ますが、 最終的には12月 末までに になる見込みでございま

す。 こ ち らの資料については、 中身の説明は割愛させて頂き ます。

最後に、 参考 4 にな り ます。 こ ち ら については、 第 1 回報告書で取 り 上げま した

･ つのテ‐マについて･ 今年これまで“鰕しま した鬮を当はめた資料にな
り ます。 数値についてはご覧の通 り でございますけれども 、 最初の胎児心拍数モニ

　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　　

の “汕掴圏鬮薑 と い う こ と にな り ます。

　 　
について蘇生に隣の新生児蘇生につき ま しては、 今までの と こ ろ、

ついての指摘がございます。

3 つ 目 の子官収縮薬につき ま しては、 今回もオキシ ト シンを使用 した　
鬮がガイ ドラルに則していない と い う 指摘を受“ナてお り ますo
最後の臍帯脱出につき ま しては、 今回の鬮圏の中には今の と こ ろ臍帯脱出の事

例量鬮も ございません。 以上でございますo
o池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 確認のご質問 と かございますで し ょ う

か。

○勝村委員 最後の参考4 は、 これは子宮収縮薬について と書いている けれども 、
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オキシ ト シンに限定している 。 これはオキシ ト シン以外の薬も あ り ま した長息

○事務局 (森脇) 第 1 回 目 の報告書に倣って取ってはお り ますけれども 。 第 1 回

はオキシ ト シ'を使用 した事例。鬮で分析を致･ま した“で･ そ羽後て同 o
よ う な取 り 方を した場合の23年の公法き分 と い う こ と みこな り ます。

○勝村委員 第 1 回の と き に も 、 オキシ ト シン以外の薬について、 子宮収縮薬につ

いて も出 しておいてほ しい と お願いを したかと思 う ので、 今後、 これがプロ ス タ グ

ラ ンディ ンであろ う と 書 く べきではないでし ょ う か。 子宮収縮薬について と い う 大

き なタイ トルになっているので。

○事務局 (森脇) 一応、 それのお答え と致しま して、 集計表、 資料 3 の 1 1ページ

に、 ご要望に十分にお応えできている 出 し方ではないかも しれませんけれども 、 表

1 - 4 -1 1 と い う 形で、 オキシ ト シンを投与した、 薬剤投与、 これを載せさせて頂き

ま した。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいですか。 他には特にございませんか。 も しなければ、 資

料をまたご覧頂きま して、 それぞれ先生方のご要望のあった と こ ろか ら 出 されてお

り ますので、 またゆっ く り ご覧頂きたい と思います。

○箕浦委員 1 つ確認なんですが、 さ っ き に戻って隈本委員がおっ しゃ った よ う な、

例えばと い うに“薑とい う のは書き換え‘べきだと僕は思 う んですが 書き換
える と い う こ と になるんでし ょ う か。 これは、 要する に、 色々 な裁判なんかでは、

どの時点で急いで帝王切開すべきだったかがいつも争点になって、 結局決着がつか

ないこ と が多いんですが、 こ う い う も のつま り 臍帯脱出の場合は、 診断がついた時

点で緊急帝王切開が必要である と判断されるわけで、 それについては議論の余地は

ないわけです。 ですか ら 、 言われた よ う に、 こ こか らの、 すなわち診断してか らの

時間を入れておかない と再発防止の点か らは意味がないわけで、 修正 したほ う が僕

はいいん じゃないか と感 じますが。

o池上委員長 ぁを“■とい う “をですれ
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○箕浦委員 この表 自体をですれ あま り 議論がないんです義な こ このディ スカ

ッ シ ョ ン。

○池ノ 上委員長 臍帯脱出のケースです長為 現実的には意味のないこ と ですし。

○事務局 (森脇) こ の事例は、 最終的な帝王切開決定の判断を下された ドク ター

が搬送元の医師だった と い う こ と なので、 こ の時間は、 帝王切開決定時刻を当該分

娩機関到着時刻 と い う こ と で分析してお り ます。

それは、 今回は院内の帝王切開に向けての時間を短く しま し ょ う と い う メ ッセ-

ジですので、 そのよ う な分析を してお り ますが、 今のお話ですと 、 その決定を下し

た搬送元の ドク ターの時間を分析時間に したほ う がいい と い う こ と でよ ろ しいです

　 　　

○箕浦委員 ち ょ っ と誤解してお り ま した。 今回の表は、 単に帝王切開を行った医

療機関が手術を決定してから実施までの時間、 それだけなんですれ

○勝村委員 いや、 だか ら 、 さ っ き も言ったんですけれども 、 こ の資料を書き直す

云々 も確かになるほ どと思ったんですけれども 、 転送にかかる時間 も今後考えてい,

かなき やいけない時間なので、 こ のタイ トル通 り だと 、 タ イ トルは決定してか らで

し ょ う 。 決定してから 、 帝王切開すべきだと判断してか ら実際に帝王切開ができた

までの時間だと い う こ と な らば、 やっぱ り 元の医師が帝王切開 しなき やいけない と

思ってから搬送があって、 と い う 時間で考えるべきだ と 思います。 元の医師がいる

場合でも到着か らだ と い う のは、 一応、 そ こ はそ こで出 して もいいと思 う んですよ。

つま り 、 到着先の医療機関が遅れたわけではないので、 その時間はその時間で、 到

着 しあら ,綱薑だった と い う のを表示する こ と も必要だと 思 う んですけれども ･
再発防止 と い う 観点か らは、 あ る 医師が帝王切開すべきだ と判断してから結局、 最

終的に何分かかったのか と い う と こ ろが本来の数字だと思 う ので、 僕はそ う い う こ

と も踏ま えて問題提起 してお く べき大き な問題だと 思います。 簡単に解決しないか

も知れませんけれども 。
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○池ノ 上委員長 恐ら く 、 コ メ ン ト と い う か、 そ う い う 形で全体が見える よ う るこ し

ておかない と 。 これは非常に特殊なケースなのかも しれませんれ

○勝村委員 転送美する場合って、 必ずそ う な り ます長為

。池上委員長 でも 、 圓以内で轆でき‘対応でき る& “ も麟わ･ナです‘
れ 一次診療所から二次の と こ ろに。

○勝村委員 そ う ですれ 電話をあ らかじめ しておいて。

○池ノ 上委員長 はい。 ですか ら 、 それはそれでそ う い う 評価に も なるで し ょ う し。

○勝村委員 いや、 でも 、 今のま ま の定義だと 、 今回の この表は、 転送前の人が帝

王切開だと判断して転送した場合は、 病院に到着してか らの時間 しか書いていない

と い う こ と で し ょ う 。

○事務局 (森脇) いえ、 違います。

○澤田客員研究員 総合周産期母子医療センターな どに みま と ん どの場合は搬送され
　

ていますよれ 鬮鬮と かが搬送されて、 前の病院が決定した時間か らの時間ごする

すご く藤一て圏以内で･ とだ“病院･･も‘い‘ と い う 表をは一 と 出 “た
かったんです。

それ と は別に、 搬送した事例だけを集めた表を作れば、 多分、 全体的に見えて く

る と思います。 鬮は捌‘すればいい と思い‘すo
o池ノ 上委員長 そ う ですれ よ ろ しいですか。

○事務局 (森脇) あ と 、 必ず しもすぐオペを行っているわけではな く て、 当該分

娩機関で様子を見て、 帝王切開を決定している ものも あ り ますので、 一律に見るの

はち ょ っ と難 しい と思います。

○池ノ 上委員長 ですから 、 かな り 実態がク リ アに浮かび上がる よ う なま と め方に

しない と 、 ど う して も無理が出て く る 。 見る ほ う が よ く 分か ら ない と い う こ と にな

るだろ う と 思います。 だか ら 、 も う 少 しそこ ら辺の時間経轍緯と い う のが具体化する
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よ う な 、 も う 一作業して頂いたほ う が。 委員の先生方のイ メ ージと して も 、 恐 ら く

ば らつきがある と思いますので。

○ 田村委員 池ノ上委員長のおっ しゃ る通 り で、 先ほ ど、 先生は早剥の と き に 、 先

生の と こ ろは全部先生の と こ ろに集めて帝王切開 される と仰いま した。 だけ ど、 岩

下委員や我々 の と こ ろは、 必ずしもそれは う ま く でき な く て 、 近 く で帝王切開 して

も ら ってそれで我々が迎えに行った り する こ と も少な く あ り ません。 どち らがいい

のかと い う こ と を比較した り するために も 、 それぞれの施鑓段で何分で帝王切開が出

来たかと い う こ と と 、 結局やるべきだ と 医学的には考え られたにも関わ らず遅れた

原因が どこ の部分にあるのかと い う こ と を明確に して、 それが結果に ど う つながっ

たのかの基礎データ を出す必要がある と 思います。 そ う する と 、 こ う い う と き は総

合周産期センターに運んだほ う がいいんだよ と か、 こ う いった場合にはむしろ近 く

で帝王切開を してから運ぶシステムをやったほ う がいいんだよ と根拠を持って示せ

る のではないかと思います。 そのためにも 、 ぜひ両方含めたもの と 、 それぞれのか

かった中の ど こでかかったのかと い う こ と を区分したもの と 、 両方作って頂いたほ

う がデータ を生かせる と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 最初は、 緊急帝王切開 と いった と き に ど

の ぐ らいで出てきているか と い う と こ ろが知 り たい と い う と こ ろだったんですれ

だけ ど、 実際にデータ を出 して頂 く と 、 も っ と 内容は複雑で、 医療の地域化と い う

こ と までど う して も踏み込ま ざる を得ない と い う こ と になるんだろ う と思います。

あ り が と う ございま した。

他によ ろ しいでし ょ う か。 も しなければ、 上田理事のほ う か ら。

○上田理事 本 日 の資料に 日経新聞 9 月 22 日 の記事を配付させて頂いてお り ます。

再発防止に関する報告書を紹介して頂いて、 新生児蘇生についての記事でございま

す。 ご参考に して頂きたい と思います。

なお、 こ の記事の中に、 実は、 外部に公法き していない内容に関する記載がござい

50



ま した。 したがいま して、 私ども 、 資料あるいは情報の取 り 扱いについては、 今後

と も十分注意を してまい り たい と思ってお り ます。 また、 委員の先生方におかれま

して も 、 こ の裁こついてのご協力を よ ろ し く お願い したい と思います。 以上でござ

います。

○池ノ 上委員長 違 う と こ ろは どこ ですか。

○上田理事 ｢蘇生法講習会広がる ｣ と タ イ トルがございます。 その講習会の下に、

｢制度開始から 1 年半以内に重い脳性まひと なった 2例の補償を申請した診療所に

対して 『蘇生法な どに問題がある 』 ｣ と 記載されていますが、 この熱こついては公

表 していません。

○池ノ 上委員長 はい。 分か り ま した。 あ り が と う ございます。

他に全体と して。

○隈本委員 せっかく 上田理事がい ら っ しゃ る ので、 質問なんですけれども 、 これ

は ど う なんですか。 左側の重症0. 44人の根拠の と こ ろですが、 ｢補償対象者は年間

約440人になる と 見込む｣ と あ り ますが、 こ の数字も公法を しているんですか。

○上田理事 これは本年 7 月 の運営委員会で公法そ してお り ます。 補償対象者数につ

いて大分議論があ り ま したので、 運営委員会でこれに関 し公法き してお り ます。

○隈本委員 この根拠は何なんですか。 実際に440は受け付けていないです裏為

○上田理事 補償申請は生後 6 カ月 か ら 5 歳の誕生 日 まで行 う こ と ができ ます。 そ

れで、 これまで補償対象になった事例が仮に今後も同 じ率で 弱歳まで補償対象にな

る と推定しますと 、 約440名 と なる と考え られます。

○隈本委員 それは運営委員会でオーソ ライ ズされたんですか。

○上田理事 いいえ、 あ く までも事務局 と して推計したものです。 しか しなが ら 、

今の時点では補償対象者は分からない と 考えてお り ます。

それに して もデータは何もないのかと 、 これまでご指摘があった ものですか ら 、

単純に これまでの補償対象者の誕生月 1 月 ご と の率と 同 じ割合を使って計算 してみ
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ま した。

0隈本委員 今後の時間を考えて、 掛け算 したんですれ 実際には、 申請は頭打ち

にな り ます表為 だって、 5 歳 ぐ らいになって脳′圏麻痺に突然気がつ く と い う 人は

あんま り いない し。

○上田理事 今、 おっ しゃいま したよ う に、 早期に申請がある と確かに考え られま

す。 -

ただ、 診断が、 やは り 3 歳にな ら ない と なかなかはっ き り しない と い う こ と で、

む しろ 3 歳ごろか ら増えて く る こ と も考え られます。

それか ら 、 5 歳が申請期間終了ですので、 いわば駆け込み的 と いいますか、 ぎ り

ぎ り の と こ ろで、 ボーダーライ ン的なケースな どの申請が上がって く る こ と も考え

られます。 ですから 、 ど う い う 状況になるのか全然分からないものですから 、 単純

に計算する と こ の よ う な こ と が考え られます と い う 紹介を してお り ます。

○勝村委員 ち ょ っ と僕の記憶が曖昧なんですけれども 、 7 月 に開催した運営委員

会で、 これが非公開だった と い う こ と ですか。

○上田理事 運営委員会は公開 しています。

○勝村委員 運営委員会は公開です黄熟 全部為 運営委員会は公開だから 、 運営

委員会で明 らかに した と い う け ど、 明 らかに しなかったんですか。

○上田理事 ですから 、 、 その内容までは公開 して

いません。

○勝村委員 何に問題があるか。

○上田理事 そ う い う 意味です。

○勝村委員 何に問題があるかと い う のは、 僕 らは知 ら されているんでしたっ け。

僕 ら も知 ら ないです表為

○上田理事 知 らない と思います。

○勝村委員 僕は非常に関心があって 、 僕も何回も聞いたけれども 、 教えて も ら え
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てなかった と い う こ と で した丸 何例 目 までに入っている のか とい う のを聞いたん

ですれ 最初の1 5例に入っている 。

○上田理事 運営委員会で2事例 目 の重複した事例があ り ま した と説明 してお り ま

す。 ただ、 その内容については、 報告 してお り ません。 その こ と を 申 し上げていま

す。

○隈本委員 はい。 分か り ま した。

3 . 閉会

○池ノ 上委員長 ち ょ っ と 時間が遅れて しまいま したが 、 今印まど う も色々 と活発

なご議論を頂き ま して、 あ り が と う ございます。

事務局はよ ろ しいですか。 はい。 じやあ、 ど う も あ り が と う ございま した。
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